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� � � �
農学部附属農場長 坂田 祐介

本学農場は, 南九州という温和な気候と鹿児島県内各地に分散するという地理的な特徴を活かしな

がら, 地域に密着した作物や家畜に関する生産活動を通じて, 学生の教育を行うことを旨としていま

す｡ このような立地環境にあることから, 農場は講義で学ぶ理論や知識, あるいは技術を農業生産の

現場で実践するための場を提供し, 農場実習内容も質・量ともに多岐にわたり充実したものであるこ

とを目指しています｡

本年度の附属農場のとるべき姿勢は, 平成19年度から施行した ｢附属農場規則｣ にのっとり, 衣替

えした ｢農場会議｣, 新たに発足した ｢実習教育委員会｣ と ｢農場運営委員会｣, ならびに附属農場の

用地, 建物, 機材, 動植物等の実習への利用を円滑に行なうための ｢農場施設等利用委員会｣ のそれ

ぞれが, 農場の組織運営と実習教育に関してどのように連携し機能しあうのかを凝視していくことで

あろうかと思います｡ とくに, 従来の生産重視に基づく組織運営を改め, 上述した実習教育を重視す

る組織運営へと方針をシフトしたことの意図する処を, 如何にして具現化していくのかを模索してい

く立場に立たされているといえます｡

昨年度に露呈した家畜飼養技術の脆弱さゆえに生じた幾多の問題につきましては, 関係者各位のお

力添えを頂きながら解決へ向けた対策を検討しました｡ そこでは, 家畜飼養管理と牧場運営に係わる

従来路線の大幅な変更を決断し, 実習と管理運営に関する今後の戦略を提案しました｡ この改革案は,

実行に移すことまさに緒に就いたばかりですので, 今後のどのように進展していくのか, また, はた

して実効が得られるのかどうかは見当がつきませんが, まずは改善に向かって階段を昇り始めたこと

は評価できるのではないかと考えています｡ 一歩だけでも, 一段だけでも改善の兆しが見える春を迎

えたいものです｡

ここに, 農場年報平成20年度版として附属農場における教育・研究ならびに農場運営の結果を取り

纏めてお届けします｡ 附属農場がその存在意義を学内外から評価されるよう学内外の関係者各位には,

今後も一層のご支援とご鞭撻を賜わりますようお願い申し上げます｡

―�―
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鹿児島大学農学部附属農場は, 明治41年 (1908), 勅令第68号によって創設された鹿児島高等農林学校の実験実習

農場として設置された｡ その後, 大正元年に種子島牧場, 大正５年に唐湊果樹園, 大正７年に指宿植物試験場が相次

いで設置され, 現在の陣容がほぼ整備された｡ 昭和24年 (1949), 法律第150号国立学校設置法により鹿児島大学農学

部附属農場となり, 昭和43年には種子島牧場が入来町に移転し, 入来牧場と改称されるなど幾多の変遷を経て現在に

至っている｡ 主な出来事は年譜に示したとおりである｡

当場は, 農場本部と学内農場農事部, 学内農場畜産部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場および入来牧場の５付帯施設

からなる分散型農場であり, それぞれの立地する地域の特性を活かし, 特色ある教育・研究を教員, 技術職員, 事務

職員一体となって推進している施設である｡ 農場実習は, 機能の異なる５付帯施設において, 畜産, 果樹, 普通作物,

野菜, 花卉, 観葉植物および熱帯作物といった農業のほぼ全分野にわたって実施されている｡ また, 果樹, 熱帯作物,

花卉, 家畜の遺伝資源収集を行っている｡ さらに, 農業技術の指導および公開講座等を介して地域農業発展に取り組

んでいる｡����
明治41年３月(1908) 勅令第68号により鹿児島高等農林学校が創設され実験実習農場設置

大正元年11月(1912) 附属農場種子島牧場設置

大正５年７月(1916) 附属農場唐湊果樹園設置

大正７年10月(1918) 附属農場指宿植物試験場設置

昭和19年４月(1944) 鹿児島農林専門学校附属農場と改称

昭和21年２月(1946) 附属農場伊佐総合実験場設置

昭和24年５月(1949) 法律第150号国立学校設置法により鹿児島大学農学部附属農場設置

昭和31年３月(1956) 附属農場伊佐総合実験場廃止

昭和43年３月(1968) 附属農場種子島牧場廃止

昭和43年４月(1968) 附属農場種子島牧場を薩摩郡入来町に移転し, 附属農場入来牧場と改称

昭和46年４月(1971) 附属農場事務長制設置

昭和51年７月(1976) 附属農場指宿植物試験場研究宿泊棟竣工

昭和56年１月(1981) 附属農場研究実習棟竣工

昭和56年９月(1981) 附属農場唐湊果樹園研究実習棟竣工

昭和58年３月(1983) 附属農場動物飼育棟竣工

平成10年９月(1998) 附属農場の将来構想を策定

平成11年４月(1999) 農場事務長制廃止および附属農場事務の農学部事務部への一元化

平成19年４月(2007) 施設主任制から植物・動物部門主任制へ変更, 技術総括ポストの新設, 実習教育委員会の設置

と兼担教員制の導入 (附属農場規則の改正及び実習教育に関する要項の制定)

平成20年７月(2008) 附属農場事務の総務係および業務係が事務係へ統合� ���������������：〒890�0065 鹿児島市郡元一丁目21番24号
農場の管理運営と企画調整を担当する専任教員組織 (主事, 植物部門主任および動物部門主任) ならびに農場運営

(総務, 会計, 生産物販売等) を担当する事務部で構成された部門である｡���������：〒890�0065 鹿児島市郡元一丁目21番24号
大学構内にある｡ 約３��の用地の中に, 水田, 畑地, 施設ハウスを備え, 水稲, 畑作物, 野菜および花卉を中心

とした教育実習と研究を行っている｡���������：〒890�0065 鹿児島市郡元一丁目21番24号
大学構内にある｡ ウシ, ブタ, ヤギ, ニワトリ, ウマを飼育する動物飼育棟を中心に, 教育実習と研究を行ってい

る｡�������：〒890�0081 鹿児島市唐湊三丁目32番１号
大学キャンパスの西南部２��に位置した傾斜地に設置されたた果樹専門の施設である｡ 約７��の用地に, カンキ

ツ, ビワ等の常緑果樹, モモ, カキ, クリ, スモモ, ウメ, ブルーベリーなどの落葉果樹が栽植され, それらを対象

とした教育実習と研究を行っている｡ また, 果樹の遺伝資源施設として国内有数の規模を有している｡
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���������：〒891�0402 指宿市十町1291
指宿市に設置されている施設 (約４��) である｡ 温暖な気候と温泉熱利用を活かした熱帯・亜熱帯性の作物, 野菜,
果樹, 観賞植物など対象とした教育実習と研究を行っている｡ また, 熱帯・亜熱帯性植物の遺伝資源施設として国内

有数の規模を有している｡������：〒895�1402 薩摩川内市入来町浦之名字大谷4018�3
薩摩川内市と鹿児島市の境に位置する八重山の頂上近くに設置された牧場である｡ ウシ, ヤギおよびウマが飼育さ

れており, それらを対象として実習教育と研究を行っている｡� � �
平成19年４月から農場実習の充実と高度化を図るために, 実習教育体制と農場運営組織の再編を行った｡ 実習教育

に関しては, 学理と実習の統合した実習教育を推進するため, 施設主任制から兼坦教員制に改めるとともに, 兼坦教

員による ｢実習教育委員会｣ を新たに設置した｡ また, 家畜飼養に関する衛生管理を強化するために ｢家畜防疫対策

検討委員会｣ を設置した｡

農場の運営組織としては, 施設主任制から部門主任制に移行するとともに, 部門主任を農場本部付きとした｡ また,

各施設の技術職員組織に技術総括ポストを新たに設けた｡�����

������
農場長 (兼任), 主事, 植物部門主任 (学内農場農事部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場担当) および動物部門主任

(入来牧場, 学内農場畜産部担当) が配置され, 学内畜産部を除いた, 各施設には技術総括が１名と技術職員が配置

されている｡ 技術職員は技術総括を含め, 農事部４名, 唐湊果樹園４名, 指宿植物試験場３名, 入来牧場５名で, 総

勢16名である｡ なお, 技術職員として入来牧場へ２名が再雇用された｡ また, 平成20年度から入来牧場へ特任職員

(獣医師) １名が配置されている｡ 事務職員は農学部事務部から３名が農場事務部に派遣され, 非常勤職員は６名の

配置となっている｡
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��� 職員配置および人数

区 分 教 授 准教授 助 教 技術総括 技術職員 特任職員 事務職員 非常勤職員
農場長 �1�
農場本部
農場主事 1
植物部門主任 1
動物部門主任 1
学内農場農事部 1 3
学内農場畜産部



������ (平成20年４月１日現在)

農場長 (兼任) 教 授 坂田 祐介 (観賞園芸学研究室)

主 事 教 授 黒田 治之

植物部門主任 准教授 遠城 道雄

動物部門主任 助 教 伊村 嘉美

(学内農場農事部)

植物部門主任 准教授 遠城 道雄

技術総括 技術専門職員 松元 里志

技術専門職員 新地 富一

技術職員 田浦 一成

技術職員 冨永 輝

(学内農場畜産部)

動物部門主任 助 教 伊村 嘉美

(唐湊果樹園)

植物部門主任 准教授 遠城 道雄

技術総括 技術専門職員 川口 昭二

技術職員 野村 哲也

技術職員 福留 弘康

技術職員 勘米良祥多

短時間勤務職員 堀内由美子

(指宿植物試験場)

植物部門主任 准教授 遠城 道雄

技術総括 技術職員 谷村 音樹

技術職員 寺本 玲香

技術職員 中野 八伯

短時間勤務職員 岩下 愛

(入来牧場)

動物部門主任 助 教 伊村 嘉美

技術総括 技術専門職員 片平 清美

技術職員 木山 孝茂

技術職員 廣瀬 潤

技術職員 城戸 麻里

技術職員 石井 大介

技術職員 (再雇用) 内村 利美

技術職員 (再雇用) 花田 博之

短時間勤務職員 下竹原さおり

(事務部)

総務係 係 長 毛利由美子

短時間勤務職員 尾前 純子

業務係 係 長 西川千賀子

係 員 佐土原 隆� �������
農場の所有する土地および建物の面積を第２表と第３表に示した｡
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唐湊果樹園 1 3 1
指宿植物試験場 1 2 1
入来牧場 1 4 1(獣医師) 3
事務部 3 1
合 計 1�1� 1 1 4 12 1 3 6��は兼務



� �����������
農場で現有している農機具と車両の一覧表を第４表に, 備品を第５表に示した｡ 本年度に新規購入した農機具およ

び車両は第７表に示した｡
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��� 施設毎の土地面積 単位：㎡
区 分 学内農場農事部 唐湊果樹園 指宿植物試験場 入来牧場 計

水田 13�960 0 0 0 13�960
休耕田 0 0 10�183 0 10�183
畑 (含む採草地) 6�706 6�850 10�436 980�000 1�003�992
果樹園 0 42�608 3�994 0 46�602
放牧地 0 0 0 448�440 448�440
温室 600 396 1�550 0 2�546
ビニールハウス 282 3�520 5�350 0 9�152
建物敷地その他 10�442 19�709 7�615 50�011 87�777

合 計 31�990 73�083 39�128 1�478�451 1�622�652��� 施設毎の建物面積���������������� ������� 単位：㎡

建物名称 構 造 面 積 建物名称 構 造 面 積
研究実習棟 ��2 880 研究実習棟 ��2 807
堆肥舎 ��1 91 温室 �1 204
動物飼育棟� �1 677 燃料庫 �1 4
動物飼育棟� ��2 159
用土リサイクル施設 �1 77

合 計 1�884 合計 1�015��������� ������ 単位：㎡

建物名称 構 造 面 積 建物名称 構 造 面 積
研究宿泊棟 ��3 820 管理棟 ��2 659
収納庫 �1 16 畜舎棟 ��2 1�910
物置 �1 35 燃料庫 ��1 6
堆肥舎 �1 30 農機具庫 �1 298
収納舎 �1 93 薬液タンク庫 ��1 3
農具庫・倉庫 �1 119
資材倉庫 �1 39
便所 ��1 15
植物温室 �1 137
果樹温室 �1 208
花卉温室 �1 312
蔬菜温室 �1 330
植物温室 �1 210

合 計 2�364 合 計 2�876��� 施設毎の農機具および車両

施 設 名 農機具名及び車両 メーカー・型式 用途 購入年月
学内農場農事部 普通乗用車 トヨタ ��������� 乗 用 �19�6

トラクター ヤンマー ���36 農耕用 �11�12
乗用田植機 ヤンマー ������� 〃 �16�6
耕 転 機 ヤンマー 〃 � 2�3
〃 ヤンマー ��70�� 〃 � 8�7

脱 穀 機 ヤンマー �����6�� 〃 � 2�10
籾スリ機 ロータリーハラ���400� 〃 �10�10
マニュアスブレッダー デリカ ����1530� 〃 � 2�3
乾 燥 機 ヤンマー ����21��3 〃 � 8�3
ヘイベーラ スター ���1050 〃 � 9�3
中型チッパー 東興 71020 〃 �12�6
運 搬 車 ヤンマー ��8�� 〃 � 9�9
〃 ヤンマー ���182��� 〃 �12�2
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タマネギ移植機 ヤンマー ��2��24 農耕用 �17�11
コンバイン ヤンマー ��323��� 〃 �18�3
ポット土入機 スズテック ����37�� 〃 �19�3
ロータリー ヤンマー ��15�� 〃 �20�4
ロータリー ニプロ ��18100�・��10���� 〃 �20�10
１輪管理機 ヤンマー ��65 〃 �21�2
軽トラック ダイハツ 農用スペシャル 4�� 〃 �21�2

唐湊果樹園 貨物自動車 いすずダンプ������81�� 輸送用 �16�11
ミニ油圧ショベル コマツ ��25�1 土木用 � 8�3
乗用型ロータリーモア ヤンマー ���1010�� 農耕用 � 9�6
トラクター ヤンマー ��40��� 〃 �10�3
ローダー ボブキャット 453型 〃 �11�6
ブレンドキャスター タカキタ ���521��� 〃 �13�2
運 搬 車 ヤンマー ��183��4�� 〃 �10�3
〃 ヤンマー ��1835�4�� 〃 �13�3
〃 ヤンマー ���1500�� 〃 �15�3

草刈機 筑水 草刈機まさお220 〃 �17�12
運搬車 サテライト 筑水 ���670����� 〃 �19�1
４輪ホイル運搬車 ヤンマー ��185����4 〃 �21�3

指宿植物試験場 乗 用 車 トヨタカローラワゴン��100� 乗 用 � 5�11
普通貨物自動車 マツダ タイタンダッシュ 輸送用 �17�12
トラクター 三菱 ��2201 ���� 農耕用 �58�11
〃 イセキ���185���� 〃 � 1�3

運 搬 車 イセキ ��375��� 〃 � 8�2
〃 2台 イセキ ��380��� 〃 � 9�3
〃 イセキ ��61� 〃 �18�3

耕 転 機 イセキ ��100�� 〃 � 9�2
乾 燥 機 金子農機 ����202���� 〃 �13�5
マルチロータリー イセキ ���1207 〃 �18�3
スキッドステアローダー ��� 〃 �18�3

入 来 牧 場 貨物自動車 トヨタダイナ ������421 輸送用 �12�9
〃 トヨタダイナ ������400� 〃 �16�2
〃 マツダブローニー������� 〃 � 7�8

普通乗用車 トヨタ ��������� 輸送用 �19�3
トラクター ジョンディア���6200������ 農耕用 �12�3
〃 ジヨンディア���6410 〃 �13�2
〃 ジヨンディア���6215 〃 �15�8

マニアスブレッダー ジヨンディア���4 〃 � 7�3
〃 ヤンマー 〃 �17�7

ロールベーラ ジヨンディア���570 〃 �12�10
フロントローダー ジヨンディア���851�� 〃 �15�8
ジャイロレーキ ヤンマー ���6501� 〃 �18�3
ジャイロテッダー ヤンマー ���6400� 〃 �20�3
バーチカルハロー スガノ ��230�� 〃 �19�3
フロントローダー イセキ 〃 �19�3
トラクター イセキ�5095�����22 〃 �19�3
ボランドⅡ 生石灰ボランド仕様 ��6045Ⅱ 〃 �20�7
ベールディストリビュータ ヤンマー ��12 ��� 〃 �21�2
クレーン ユニック ��053 土木用 �10�2
臨床化学自動分析装置 スッポトケム �����4430 研究用 �18�4��� 施設毎の備品

施設名 物 品 名 規 格 用 途 購入年月 取得価額
主事研究室 原子吸光分析装置 パーキンエルマージャ 解析装置 �13�3 3�150�000
主事研究室 プラント･キャノピーアナライザー メイワフォーシス ����2000 解析装置 �20�11 1�872�570
学内農事部 食味分析計 ＰＳ－500型 測定装置 �15�3 1�134�000
学内畜産部 超音波診断装置 ���ー�����ー� 診断装置 �18�3 2�100�000
唐湊果樹園 枝葉木粉砕機 セツア ＳＲＥ110 粉砕機 �15�3 893�550
入来牧場 臨床化学自動分析装置 スポットケム����ー4430 分析装置 �18�4 1�050�000
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入来牧場 マイクロプレートリーダー バイオテック��ー2300 測定装置 �19�4 630�000
入来牧場

自動哺乳システム
(牛用プレミアムボーイ��) 独 ��������������製 自動哺乳装置 �19�12 2�100�000

入来牧場
カートリッジ式全自動酸化エ
チレンガス滅菌器

エルクコーポレーション ����540 診療装置 �20�5 1�298�850
入来牧場 血球計算機 ���� 100������ 測定装置 �20�5 1�396�500
入来牧場 高温高圧洗浄機 ケルヒャージャパン ���8�14� 診療装置 �20�6 525�000
入来牧場 パーソナルマルチガスインキュベータ アステック ����30� 診療装置 �20�9 577�500
入来牧場 動物用超音波診断装置 アロカ ��������2 診断装置 �21�1 3�570�000



� ����������
2008�3�31 退職

八汐 一博：農場総務係長

内村 利美：入来牧場技術専門職員

花田 博之：入来牧場技術専門職員

2008�4�1 異動
毛利由美子：農場総務係長 (7�1付 農場事務係長 (総務担当) (前工学部総務係主任))
佐土原 隆：農場業務係員 (7�1付 農場事務係員) (前農学部会計係主任)
新地 富一：学内農場農事部技術専門職員 (前教育学部実習地技術専門職員)

龍野 巳代：教育学部実習地技術職員 (前学内農場農事部技術職員)

2008�4�1 新規採用
石井 大介：入来牧場技術職員

内村 利美：再雇用職員 (入来牧場技能職員)

花田 博之：再雇用職員 (入来牧場技術職員)

2008�4�1 配置換え
冨永 輝：学内農場農事部技術職員 (前入来牧場技術職員)

勘米良祥多：唐湊果樹園技術職員 (前指宿植物試験場技術職員)

2008�12�31 異動
西川千賀子：教育学部附属小学校事務係長 (前農場事務係長 (業務担当))

2009�1�1 異動
吉住 博孝：農場事務係長 (業務担当) (前医学部・歯学部附属病院医務課地域医療連携係長)��������

農場実習の高度化および充実を図るためには, 技術職員の資質向上が不可欠である｡ 農場では, 技術職員の資質向

上を最重要課題と位置づけて, 以下のような各種の研修を実施した｡������������������������������������
期間 平成20年５月29日～５月30日

場所 天草市民センター, 加温・無加温栽培デコポンハウス (天草市)

カンキツ大規模基盤整備園, カキ ｢太秋｣ 栽培園 (宇城市)

研修者 唐湊果樹園 勘米良祥多技術職員���������������
期間 平成20年６月４日

場所 鹿児島市黎明館

研修者 入来牧場 木山孝茂技術職員

城戸麻里技術職員������������������������
期間 平20年６月14日～６月15日

場所 鹿児島大学教育学部 (鹿児島市)

研修者 唐湊果樹園 勘米良祥多技術職員������������
期間 平成20年６月24日

場所 そお鹿児島農業共同組合 (曽於市大隅町岩川)

研修者 学内農場農事部 新地富一技術専門職員�����������
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期間 平成20年６月28日～６月29日

場所 樟南高等学校 (鹿児島市)

研修者 入来牧場 廣瀬 潤技術職員�������������������������������
期間 平成20年７月31日～８月１日

場所 東海大学農学部農学教育実習場 (熊本県阿蘇郡)

参加者 入来牧場 城戸麻里技術職員���������������
期間 平成20年８月21日～９月26日

場所 鹿児島県農業開発総合センター畜産試験場 (霧島市国分)

研修者 入来牧場 廣瀬 潤技術職員�������������������
期間 平成20年９月16日～９月19日

場所 鹿児島教習所 (鹿児島市七ッ島)

研修者 唐湊果樹園 福留弘康技術職員������������������
期間 平成20年10月21日～11月13日

場所 鹿児島県肉用牛改良研究所 (曽於市)

研修者 入来牧場 木山孝茂技術専門職員�������������������������
期間 平成21年２月12日

場所 鹿児島県林業労働力確保支援センター (姶良郡蒲生町)

研修者 学内農場農事部 田浦一成技術職員

冨永 輝技術職員

唐湊果樹園 野村哲也技術職員

福留弘康技術職員

勘米良祥多技術職員

指宿植物試験場 谷村音樹技術職員

新地富一技術専門職員

中野八伯技術職員

入来牧場 木山孝茂技術専門職員

廣瀬 潤技術職員

城戸麻里技術職員

石井大介技術職員�����������������
期間 平成21年３月11日～３月13日

場所 鹿児島教習所 (鹿児島市七ツ島)

研修者 入来牧場 城戸麻里技術職員���������
農場では, 学外・内を問わず広く施設の利用を受け入れている｡�����
(学内農場農事部)

・市立荒田小学校３年生 51名 引率者 ２名

時期：平成20年５月７日

内容：理科の単元学習において, 自然の植物や虫を採集し, 飼育観察する
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・私立めぐみ幼稚園 園児49名 教師・保護者 ９名

時期：平成20年５月15日

内容：園外活動の一環として, いもの苗植え付けを体験するとともに, 春の自然の中で思いきり遊ぶ

・市立荒田小学校２年生 69名 引率者 ３名

時期：平成20年５月21日

内容：生活の単元学習 ｢虫をかおう｣ において, 虫とりを行う

・市立荒田小学校１年生 70名 引率者 ３名

時期：平成20年６月18日

内容：遊び場でマナーやルールを守って, 自然に親しんだり, 来ている人とかかわったりしながら安全に気

をつけて楽しく遊ぶ

・鹿児島大学教育学部附属小学校 第５学年 165名

時期：平成20年６月９日～10月31日

内容：総合的な学習の時間における体験的な学習活動の一環として, 水稲を育てる学習を行う

・鹿児島大学教育学部附属小学校 ３学年 159名

時期：平成20年６月27日

内容：総合的な学習の時間において, 郡元キャンパスの地図を作成するための調査活動としてキャンパス探

検を行う

・韓国合鴨農民 20名

時期：平成20年７月23日

内容：合鴨圃場の見学

・鹿児島大学教育学部附属小学校 ２学年 160名

時期：平成20年９月４日

内容：年間を通して, 学校や周りの様子を見てまわる活動をすることで, 季節の変化やそれに伴う人や自然

のうつり変わりを体験を通じて, 実感させる

・鹿児島大学教育学部附属小学校 ３学年 各40名弱

時期：平成20年10月16�21�24日
内容：総合的な学習の時間において, 郡元キャンパスの地図を作成するための調査活動としてキャンパス探

検を行う

・私立めぐみ幼稚園 園児51名 教師・保護者 ９名

時期：平成20年10月24日

内容：いもの収穫及び秋の自然のなかでのびのび遊ぶ

・鹿児島大学教育学部附属幼稚園33名 引率職員 ２名

時期：平成20年11月27日

内容：農学部の実習施設 (畑や動物など) を見て, 学内に様々場所があることを知ったり, 農学部周辺の自

然に親しむ

・市立荒田小学校１年生 72名 引率者 ３名

時期：平成21年１月23日

内容：生活の学習のために, 冬の生き物の様子を観察したり, 冬超えをする虫などを見つける

・聖母幼稚園 160名 引率職員 12名

時期：平成21年3月6日

内容：大学キャンパスを訪問し, 子どもたちの体験の内容を豊かにしてもらう

(唐湊果樹園)

・鹿児島大学教育学部附属幼稚園 幼児69名 引率者 ６名

時期：平成20年10月30日

内容：みかん狩りをして収穫の喜びを味わうとともに, 唐湊果樹園の野山の自然に親しむ

・鹿児島大学教育学部附属中学校 ７名

時期：平成20年11月６日�７日
内容：職場体験学習の一環として唐湊果樹園にて農業体験を行う

(指宿植物試験場)

・指宿熱帯果樹研究会 25名

時期：平成21年３月23日
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内容：研究会の勉強・交流会の開催

(入来牧場)

・鹿児島市有屋田町老人会 22名

時期：平成20年10月15日

内容：高齢者の教養と研修を兼ねて入来牧場の概要を知る

・ザンビア大学獣医学部教員 １名

時期：平成20年８月８日

内容：施設見学

・若葉俳句会 12名

時期：平成20年９月28日

内容：俳句吟行

・鹿児島市有屋田町老人会 22名

時期：平成20年10月15日

内容：高齢者の教養と研修を兼ねて入来牧場の概要を知る�����
(学内農場)

４月４日～12月30日 トンボ (ヤゴ) の観察及び採集 (３名)

５月１日～�21年３月31日 郡元キャンパス内におけるアリの生態分布のデータ収集 (１名)
６月16日～９月30日 害虫の卵採取 (３名)

７月８日～９日 水稲植物体より放出される気体の採取法の検討 (２名)

７月16日～17日 水稲植物体より放出される気体の採取法の検討 (２名)

７月28日～10月30日 水稲植物体より放出される気体の採取 (２名)�21年２月９日 修士・卒業研究発表に伴う交流会 (30名)

(指宿植物試験場)

７月４日～５日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究に係わる調査 (２名)

８月１日～３日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究に係わる調査 (２名)

９月４日～６日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究に係わる調査 (３名)

10月３日～６日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究に係わる調査 (４名)

10月31日～11月３日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究に係わる調査 (４名)

11月28日～30日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究に係わる調査 (５名)

12月５日～７日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究に係わる調査 (５名)

12月12日～14日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究に係わる調査 (１名)�21年３月20日～22日 附属農場植物部門主任：平成20年度卒業研究及び修士論文に係わる栽培準備 (４名)

(入来牧場)

４月11日 ライトセンサスによる牧場採草地への野生シカの侵入頭数の把握 (５名)

７月23日 農業環境システム学 (農業関連施設の見学) (18名)

９月９日～10日 牛の排卵状況の調査 (３名)

９月14日～16日 シカの36時間行動のビデオ録画撮影 (１名)

９月18日～20日 シカの36時間行動のビデオ録画撮影 (１名)

９月29日～30日 家畜人工繁殖学実習 (24名)

10月２日～３日 肉用牛の行動観察 (８名)

10月２日～５日 シカの36時間行動のビデオ録画撮影 (１名)

10月９日～12日 シカの行動観察 (１名)

10月23日～26日 シカの36時間行動のビデオ録画撮影 (１名)

10月28日～31日 牧場採草地への野生シカの侵入調査 (１名)

10月30日～31日 育成牛の行動観察 (11名)

11月４日～11日 牧場採草地への野生シカの侵入調査 (１名)

11月12日～15日 牧場採草地への野生シカの侵入調査 (１名)
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11月17日～23日 山羊の行動のビデオ録画撮影 (１名)

11月18日～25日 牧場採草地への野生シカの侵入調査 (１名)

11月26日～12月２日 牧場採草地への野生シカの侵入調査 (１名)

12月３日～12月６日 牧場採草地への野生シカの侵入調査 (１名)

12月26日～28日 山羊の行動のビデオ録画撮影 (２名)�21年１月７日～９日 山羊の行動のビデオ録画撮影 (２名)�����
鹿児島大学農学部附属農場年報, 第３号 (2008�9)
鹿児島大学農学部附属農場研究報告, 第31号 (2009�3)����
４月９日～10日 展示即売会および市民農業講座

７月25日 指宿植物試験場観葉際

11月14日 唐湊果樹園収穫際���������������������������
日 時：平成20年５月８日13時30分～５月９日12時

場 所：フロラシオン青山 (東京都港区)

参加者：坂田農場長, 遠城植物部門主任��������
日 時：平成20年９月４日～９月５日

場 所：日本大学生物資源科学部 (神奈川県藤沢市)

参加者：伊村動物部門主任����������
日 時：平成20年７月31日～８月１日

場 所：東海大学農学部 (熊本県阿蘇郡南阿蘇村)

参加者：坂田農場長, 毛利事務係長, 城戸術職職員� �������������
平成20年度の農場予算および決算は, 第６表のとおりである｡ 予算額, 決算額共に132�184�779円で, 差引過不足は
生じなかった｡
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��� 平成20年度予算および決算 (単位：円)

施設名 当初配分額
追加配分額
および振替額

予算額 決算額 差引過不足額

農場実習経費 5�200�000 0 5�200�000 5�409�095 △209�095
農場実習支援経費 49�800�000 0 49�800�000 49�964�911 △164�911
農場運営経費 65�161�274 10�753�505 75�914�779 75�540�773 374�006
主事 400�000 0 400�000 288�635 111�365
植物部門主任 400�000 0 400�000 511�365 △111�365
動物部門主任 400�000 70�000 470�000 470�000 0

合 計 121�361�274 10�823�505 132�184�779 132�184�779 0



������������
本年度は, 施設毎の機械, 備品を中心に, 第７表に示すように総額18�690�060円の予算を充当した｡

����������������
数年前より, 作物生産に配慮した輪作体系を組み, 田畑輪換も含めた作付体系を実施している｡ しかし, 元来が排

水不良地であるため, 畑作時における, 湿害の発生がみられた｡ そこで, 平成19年度の実習教育改善経費により, 排

水不良の２圃場 (５号：1�486㎡, と９号：1�218㎡) に暗渠排水を敷設した｡ 20年度では引き続き, コンクリート枠
水田の給水整備を行った｡ 今後, 輪作体系をみながら, ２～３年の年次計画でその他の排水不良圃場にも同様の設備

を敷設する予定である｡��������
平成18年度の実習教育改善経費により, ブドウ栽培用硬質プラスチックハウス(192㎡)が新設され, 20年度より本

格的な栽培を開始した｡

現在使用しているビニルハウスの一部は簡易型で, 老朽化しパイプの腐食が目立ち, 強風時には倒壊防止のために

ビニールを剥がねばならず, その都度, 保存植物は甚大な被害を被ってきた｡ 台風に耐えられる鉄骨ハウスの建設が

緊急の課題である｡

果樹園は唐湊墓地と隣接し, 境界をフェンスで張り巡らせているが, 一部倒壊し危険であるため早急な対策が必要

である｡ また園内へのゴミの投棄が多く見られ, 対策として草払い等の環境整備を行っているが, 改善されないため

何らかの対策を講じなければならない｡����������
平成20年度補正予算により ｢省エネルギー型生産技術開発システム｣ が導入された｡ 本システムは, 地域一帯で発

生する温泉熱エネルギーと太陽光エネルギーを併用した二酸化炭素排出を抑えた効率的な農業施設加温システムであ

る｡ 指宿植物試験場では, ガラス温室, ビニルハウスの加温に温泉を利用しているが, 温泉を直接配管パイプに流す

ため, パイプの腐蝕やスケール(湯垢)の除去などに問題があった｡ 本システムは, 熱交換パネルを介して温泉により

市水を加温し, その温水を各施設に送り, 施設内のコイル式熱交換器にを加温し, 送風する方式であり, 前述した問

題は熱交換パネルの洗浄が必要なだけとなる｡ また, ポンプや送風扇などの電源を太陽光発電から得るものである｡

本システムにより, 温泉が利用できる地域での新しい施設加温方法の確立を目指している｡ 下記ににその概念図を載

せる｡
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��� 平成20年度機械設備等の整備 (50万円以上 予算：自己収入)

機械設備名 メーカー・規格 数量 金額 (円) 施設名

ボランドⅡ ��6045Ⅱ １台 908�250 入来牧場

ベールディストリビュータ ヤンマー ��12 ��� １台 2�205�000 〃

カートリッジ式全自動酸化

エチレンガス滅菌器
エルクコーポレーション ����540 １台 1�298�850 〃

血球計算機 ���� 100������ １台 1�396�500 〃

高温高圧洗浄機 ケルヒャージャパン ���8�14� １台 525�000 〃

パーソナルマルチガスイン

キュベーター
アステック ����30� １台 577�500 〃

動物用超音波診断装置 アロカ ��������2 １台 3�570�000 〃

プールベンチ施設 ��6ハウス内 １式 945�000 学内農事部

トマト１段密植栽培施設 ベンチキット・液肥投入器 １式 1�480�500 〃

ロータリー ニプロ ��18100� １台 549�150 〃

軽トラック ダイハツ 農用スペシャル 4�� １台 902�640 〃

養液栽培システム １式 1�629�600 唐湊果樹園

４輪ホイル運搬車 ヤンマー ��185����4 １台 829�500 〃

プラント・キャノピー

アナライザー
メイワフォーシス ����2000 １台 1�872�570 主事研究室

合 計 18�690�060



�������
入来牧場管理棟は, 竣工 (1968) 後, 40年を経過し, 壁面の亀裂, 雨漏り等, 老朽化が著しい｡ また, 竣工時, 男

子のみを対象をして建設された施設は, 近年の女子学生比率の高まりに対応していないことから, 不都合な場面が多

くなっている｡ 入来牧場管理棟の新営および改修が緊急の課題である｡ そこで, 20年度は, 19年度から繰り越した農

場経費と大学本部経費により, 女性用トイレと風呂の新設および職員室の改修を行った｡ 今後, 順次, 宿泊室や外壁

の改修を行っていく予定である｡����������
動物飼育棟は築25年を経過し, 雨漏りなどの老朽化が目立ってきた｡ 今年度も雨漏り防止のために, 屋根の補修を

行った｡ 概算要求による全面改修を視野に入れる必要がある｡� ���������������������������� ���������������������
農場長 (委員長) 坂田 祐介

農場主事 黒田 治之

植物部門主任 遠城 道雄

動物部門主任 伊村 嘉美

生物生産学科

作物生産学講座 佐々木 修

園芸生産学講座 冨永 茂人

病害虫制御学講座 津田 勝男

家畜生産学講座 岡本 新

農業経営経済学講座 李 哉�
生物資源化学科 境 雅夫

生物環境学科 石黒 悦爾

獣医学科 出口栄三郎

事務長 松田 孝三�������
第１回：平成20年５月20日 (火) 15時～17時20分

議題 １. 生産物販売所の新設について

２. 豚舎改築費 (繰越金) の転用と入来牧場管理棟改修計画の変更について

３. 入来牧場家畜診療施設開設とその整備について

Ⅱ 農場運営
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�� 温泉熱交換と太陽光発電を用いた施設加温システム



４. 豚を用いた実習計画及び食品加工実習について

第２回：平成20年７月３日 (木) 持ち回り決済

議題 １. 附属農場総務係と業務係の統合に伴う農場規則, 内規及び要項の改正について

第３回：平成20年７月22日 (火) ９時～10時35分

議題 １. 平成19年度附属農場決算 (案) について

２. 平成20年度附属農場予算編成方針 (案) 並びに予算 (案) について

第４回：平成20年９月30日 (火) 10時30分～12時05分

議題 １. 平成20年度後期農場実習Ⅱプログラム (案) について

２. 平成20年度実習教育改善経費の分配 (案) について

３. 平成20年度後期施設等利用計画 (案) 及び施設清掃計画 (案) について

４. 平成20年度定年退職予定者 (教授) の後任補充について

５. 平成22年度概算要求事業について (新規)

第５回：平成20年12月18日 (木) 13時～13時40分

議題 １. 平成22年度概算要求事業の変更について

第６回：平成21年３月２日 (月) 10時30分～11時45分

議題 １. 農場主事の選出について

２. 附属農場 (入来牧場) の特任准教授人事について

３. 附属農場の規約等の一部改正について

４. 平成21年度兼担教員の選出について

第７回：平成21年３月16日 (月) 13時～13時50分

議題 １. 平成21年度前期農場実習Ⅱプログラム (案) について

２. 平成21年度前期集中実習日程に (案) について

３. 平成21年度前期施設等利用計画 (案) について

４. 平成21年度 (第41回) 農場生産物展示即売会 (案) について

５. 附属農場 (入来牧場) の特任准教授人事に関わる選考委員会委員の選出について����������������
農場長 (委員長) 坂田 祐介

農場主事 黒田 治之

植物部門主任 遠城 道雄

動物部門主任 伊村 嘉美

兼担教員 山本 雅史

兼担教員 高山 耕二

兼担教員 佐藤 宗治

農事部技術総括 松元 里志

唐湊果樹園技術総括 川口昭二・野村哲也(�20�7�1～)
指宿植物試験場技術総括 谷村 音樹

入来牧場技術総括 片平 清美

事務長代理 稲葉 成人(�20�7�1～)
農場総務係長 毛利由美子(�20�7�1～ 農場事務係長(総務担当))
農場業務係長 西川千賀子(�20�7�1～ 農場事務係長(業務担当))・

吉住 博孝(�21�1�1～)��������
第１回：平成20年４月16日 (水) 15時～16時05分

議題 １. 平成20年度前期集中実習日程案 (修正版) について

２. 豚飼養改善策報告に対する事務局長回答について

３. 技術職員の研究者登録について

第２回：平成20年５月14日 (水) 15時～17 時10分

議題 １. 豚舎改築費 (繰越金) の転用と入来牧場管理棟改修計画の変更について

２. 豚を用いた実習計画案について

鹿児島大学農学部農場年報 第４号

―��―



３. 農場実習Ⅲ (食品加工実習) のあり方について

４. 入来牧場家畜診療所整備について

５. 平成20年度新規採用者及び他施設からの異動者の研修について

６. 図説 ｢鹿児島大学が保存している亜熱帯・熱帯作物｣ の刊行について

７. 平成20年度前期集中実習日程案について

８. 生産物販売所の新設について

第３回：平成20年７月２日 (水) 10時～12時05分

議題 １. 平成19年度決算報告について

２. 平成20年度附属農場予算編成方針 (案) 並びに付帯事項 (案) について

３. 入来牧場における牛白血病清浄化のための対策費計上について

４. 附属農場総務係と業務係の統合について

５. ｢ねんりんピック鹿児島２００８｣ について

６. 研究実習棟の土足解禁について

第４回：平成20年７月17日 (木) 13時～14時05分

議題 １. 平成20年度附属農場予算編成方針 (案) 並びに付帯事項 (案) について (継続)

２. 平成20年度附属農場予算 (案) について

第５回：平成20年９月２日 (火) 15時30分～17時

議題 １. 農場施設の均衡ある発展と農場実習の充実について

－学内農場で実施されている花卉実習の指宿植物試験場への移管 (案) －

２. 入来牧場の将来構想について

－実習と経営に関する戦略－

３. 学内農場における農薬散布について

第６回：平成20年10月１日 (火) 15時～16時45分

議題 なし

第７回：平成20年12月10日 (水) 15時～16時35分

議題 １. 指宿植物試験場水田跡地の利用の再検討について

２. 入来牧場における豚に関する実習教育について

３. 生産物取扱いの申し合わせについて

第８回：平成21年１月７日 (水) 15時～16時45分

議題 なし

第９回：平成21年２月４日 (水) 15時～16時35分

議題 １. 平成21年度 (第41回) 農場生産物展示即売会について

２. 農場実習の授業回数について

３. 附属農場関係規則等の一部改正について

第10回：平成21年３月４日 (水) 15時05分～16時30分

議題 １. 平成21年度 (第41回) 農場生産物展示即売会について (継続)

３. 平成20年度未執行予算の使途に (100万円以上) について������������������
農場長 (委員長) 坂田 祐介

農場主事 黒田 治之

植物部門主任 遠城 道雄

動物部門主任 伊村 嘉美

生物生産学科

作物生産学講座 佐々木 修

〃 箱山 晋

〃 佐藤 宗治

〃 一谷 勝之

園芸生産学講座 冨永 茂人

〃 山本 雅史

〃 久保 達也
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〃 坂田 祐介

〃 橋本 文雄

〃 清水 圭一

家畜生産学講座 吉田 光敏

〃 高山 耕二

病害虫制御学講座 津田 勝男

生物資源化学科

食品機能化学講座 青木 孝良

生物環境学科

環境システム学講座 石黒 悦爾

〃 岩崎 浩一

獣医学科 臨床獣医学講座 高木 光博

フロンティアサイエンス

研究推進センター 田浦 悟

生物生産学科

家畜生産学講座 中西 良孝

〃 前田 芳實

〃 岡本 新

〃 大久津昌治

〃 三好 和陸

〃 下桐 猛

獣医学科 臨床獣医学講座 大和 修

〃 小島 敏之

〃 出口栄三郎

〃 窪田 力��������
第１回：平成20年７月18日 (金) ９時～10時08分

議題 １. 食品加工実習のあり方について

２. 農場実習Ⅱにおける野菜実習の充実について

３. ｢生物生産フィールド科学実習教本｣ の改訂について (原稿依頼)

４. 授業評価に対する課題の整理について

第２回：平成20年９月２日 (火) 13時～15時15分

議題 １. 農場施設の均衡ある発展と農場実習の充実について

－学内農場で実施されている花卉実習の指宿植物試験場への移管 (案) －

２. 実習教育改善経費使途に関わる課題の選定について

３. 実習教育委員会経費の使途について

４. 農場実習Ⅱプログラム編成方針について

第３回：平成20年９月26日 (金) 10時30分～11時15分

議題 １. 平成20年度実習教育改善経費の配分 (案) について

２. 平成20年度後期農場実習Ⅱプログラム (案) について

３. 平成20年度後期集中実習日程 (案) について

第４回：平成20年１月30日 (金) 10時40分～12時15分

議題 １. 平成21年度前期農場実習Ⅱの方針について

２. 集中実習のあり方について

３. 兼担教員再任のお願い

４. 兼担教員の申請について

５. 学内農場の圃場整備 (実習改善経費) について

第５回：平成21年３月10日 (火) 13時～14時30分

議題 １. 平成21年度前期農場実習Ⅱプログラム (案) について

２. 平成21年度前期集中実習日程 (案) について

３. 農場運営委員会委員の選出について
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農場主事 (委員長) 黒田 治之

植物部門主任 遠城 道雄

動物部門主任 伊村 嘉美

作物生産学講座 角 明夫

園芸生産学講座 衛藤 威臣

病害虫制御学講座 岩井 久

家畜生産学講座 大久津昌治

生物資源化学科 大塚 彰

生物環境学科 高木 東

獣医学科 川崎 安亮��������
第１回：平成20年９月16日 (火) 10時30分～11時15分

議題 １. 平成20年度後期施設等利用計画 (案) について

２. 清掃計画日程 (案) について

３. ｢体細胞クローン, 顕微受精等の体外操作により作出した豚胚の産子への発生能に関する研究｣

の受入について

４. 大学生協からの農薬散布及び堆肥施用に関する申し入れについて

第２回：平成21年３月２日 (月) 13時～13時30分

議題 １. 平成21年度前期施設等利用計画 (案) について

２. 平成21年度各施設の清掃計画日程 (案) について

３. 観賞園芸学研究室ビニルハウスの農場移管について��������������������
園芸生産学講座 (委員長) 山本 雅史

農場主事 黒田 治之

作物生産学講座 岡本 繁久

家畜生産学講座 大久津昌治

獣医学科 叶内 宏明��������
第１回：平成20年６月３日 (火) 16時10分～16時40分

議題 １. 鹿児島大学農学部農場研究報告投稿規定について

２. ｢鹿児島大学農学部農場研究報告｣ 原稿の募集について

第２回：平成20年12月10日 (水)

議題 １. ｢鹿児島大学農学部農場研究報告｣ 投稿原稿の校閲者決定について����������������������
獣医学科 臨床獣医学講座 (委員長) 出口栄三郎

〃 小島 敏之

生物生産学科 家畜生産学講座 吉田 敏光

〃 中西 良孝

農場主事 黒田 治之

植物部門主任 遠城 道雄

動物部門主任 伊村 嘉美

入来牧場技術総括 片平 清美

入来牧場管理獣医師 山口 浩

Ⅱ 農場運営

―��―



��������
第１回：平成20年４月17日 (木) 13時30分～15時15分

議題 １. 牛白血病ウイルス抗体検査結果 (３月10日) について

２. 廃用予定牛の措置について

３. 実習・実験時の衛生管理について

４. 管理獣医師の配置と診療上の開設について

５. 消毒ゲートの改修について

第２回：平成20年６月３日 (木) 13時30分～15時

議題 １. 教授会への報告について

２. 牛白血病清浄化のための対策費計上について

３. ｢八重山高原物語｣ の入来牧場への入場について

４. 大韓民国江原道産団体の入来牧場の視察見学について

第３回：平成20年７月28日 (月) 13時00分～14時40分

議題 １. 家畜診療施設の整備について

２. ���抗体検査報告について
３. 牛白血病清浄化のための新牛舎の建設について

４. 入来牧場試験豚房における受精卵移植用メス豚の飼育について

５. ｢産業動物診療獣医師確保対策｣ 就業体験支援事業への協力依頼について

６. 鹿児島市有屋田町老人会の入来牧場の見学について

第４回：平成20年８月29日 (月) 16時～16時30分

議題 １. 家畜診療施設の整備物品について

２. ���抗体検査結果 (８月２２日) について� �����������������������
平成19年３月から７月にかけて, 入来牧場において, 豚のへい死問題と牛白血病感染問題が相次いで発覚した｡ 農

学部では, 公衆衛生上, 家畜管理体制に万全を尽くさなければならない大学農場でこのような事態を招いた反省から,

家畜衛生管理体制及び運営体制のあり方について検討し, 入来牧場を教育と研究面で, その存在意義を大学, 社会か

ら評価される実習教育施設に整備していくという決意表明を兼ねて, 豚のへい死問題と牛白血病感染問題に関する概

要と対策について報告する｡���������
平成19年３月の入来牧場における飼育豚の物品棚卸しの確認作業において, 帳簿現在高 (数) と現存頭数との間に

291頭の差があることが判明した｡ この原因を調査したところ, この291頭はへい死した豚であったこと, しかもこれ

らのへい死豚について, 鹿児島大学物品管理規程第11条で義務づけられている ｢物品不用決定伺｣ の報告義務を怠っ

ていたことが明らかになったことから, 運営管理体制の抜本的見直しが求められた｡

また, 豚へい死の原因については, 本学獣医学科の研究者によって, 豚繁殖呼吸障害症候群 (����) ウイルスと
関連した複合感染症あるいは豚回虫による間質性肝炎等によったことが推定され, 豚飼養管理が不適切であったこと

が示された｡����������
平成19年７月18日, 入来牧場職員より, 入来牧場で飼養されている牛に白血病ウイルスが感染している可能性が報

告された｡ 農場では直ちに, 実態調査を開始するとともに, 自主的にウシ白血病血清抗体価検査を行い, ウシ白血病

ウイルス感染が飼養牛の約6割に及んでいることを確認した｡

ウシ白血病は, ヒトに感染する恐れがなく, 食肉の安全性に関しても問題ではないとはいえ, ｢家畜伝染病予防法｣

に定められている ｢届出伝染病｣ に指定されている意味を考えれば, 伝染病としての措置をとることは当然であり,

教育施設である大学牧場であればなおさらであり, それに対応する対策を早急に実施することとした｡�����������
以上, 相次いで発覚した２つの問題について, 農学部では学部長を座長とする ｢入来牧場問題対策検討会｣ を設置

して検討を重ねるとともに, 家畜衛生管理体制の確立を中心とした対応策を以下のように決めた｡

ウシ白血病に関しては, ウイルス感染牛の隔離等による白血病ウイルスの清浄化に向けた取り組みを進めるととも

に, 常駐の管理獣医師を置くこととし, 20年４月１日付けで山口 浩管理獣医師を採用した｡ また, そのための施設

整備を最優先で行うこととし, 正常牛飼育専用の牛舎を新設した｡ なお, 豚飼育に関しては当面見合わせ, 農場実習

教育の中で再度検討を進めていくことにした｡

鹿児島大学農学部農場年報 第４号
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当農場は, 年間14科目, 80日, 400名を超える学生に対して, 計21単位にのぼる実習を行い, 農業の科学的基礎で

ある農学理論の実践の場, 生物生産技術革新のための実験の場, 生物生産業としての農業を支える農業経営者の育成

の場として, 本学農学部教育の理念を支える重要な役割を果たしている｡ 実習は, 畜産, 果樹, 野菜, 花卉, 作物,

施設園芸といった農業のほぼ全分野にわたっており, 植物, 動物のライフサイクルをとおした体系的な実習を特色と

している｡

農場実習の学科 (コース) 別の科目, 単位数および実習の種類は. 第８表のとおりであり, 平成19年度からは学理

と実習を統合した新実習体制 (兼坦教員制) の基, 教員と技術職員が一体となって効率的な農場実習を進めている｡

������
平成20年度から, 農場実習の質的向上を図るため, 学理と実習を統合した兼坦教員制を導入した｡ 現在, 農学部長

から委嘱された下記の28名の兼坦教員が, それぞれの専門に関する実習教育に携わっている｡

生物生産学科

教 授 佐々木 修 (作物学研究室)

教 授 箱山 晋 (熱帯作物学研究室)

教 授 佐藤 宗治 (植物育種学研究室)

准教授 一谷 勝之 (植物育種学研究室)

教 授 冨永 茂人 (果樹園芸学研究室)

准教授 山本 雅史 (果樹園芸学研究室)

准教授 久保 達也 (果樹園芸学研究室)

教 授 坂田 祐介 (観賞園芸学研究室)

准教授 橋本 文雄 (観賞園芸学研究室)

助 教 清水 圭一 (観賞園芸学研究室)

教 授 津田 勝男 (害虫学研究室)

教 授 吉田 光敏 (家畜繁殖学研究室)

准教授 大久津昌治 (家畜繁殖学研究室)

准教授 三好 和睦 (家畜繁殖学研究室)

教 授 前田 芳實 (家畜育種学研究室)

教 授 岡本 新 (家畜育種学研究室)

助 教 下桐 猛 (家畜育種学研究室)

Ⅲ 教育活動
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��� 学科別実習科目, 単位, 人数および実習の種類

学科および大講座 学年 実習科目 単位 必選 人数 実習の種類

生物生産学科 1 生物生産学特別実習 1 必須 84 集中３日間 (２回)

生物生産学科

植物生産学 2・3 農場実習Ⅱ 4 必須 40 毎週１回月曜日終日

2・3 農場実習Ⅰ 1 必須 40 集中３日間 (２回)

家畜生産学 2 農場実習Ⅰ 1 必須 24 集中５日間 (１回)

3 食品加工実習 1 必須 24 集中４日間 (１回)

3 家畜生産学実習Ⅰ 1 選択 24 集中３日間 (随時)

4 家畜生産学実習Ⅱ 1 選択 21 集中３日間 (随時)

農業経営経済学 2・3 農場実習Ⅱ 2 必須 18 毎週１回金曜日半日

生物資源化学科

食品機能化学 3 農場実習Ⅰ 1 選択 0 集中５日間 (１回)

3 食品加工実習 1 必須 23 集中４日間 (１回)

食糧生産化学 3 農場実習 2 必須 21 集中３日間 (４回)

生物環境学科

環境システム学 2・3 農場実習Ⅱ 2 必須 21 毎週１回金曜日半日

生産環境工学 2・3 農場実習Ⅱ 2 必須 16 毎週１回金曜日半日

獣医学科 3 牧場実習 1 必須 31 集中５日間 (１回)

� ����



教 授 中西 良孝 (家畜管理学研究室)

准教授 高山 耕二 (家畜管理学研究室)

生物資源化学科

教 授 青木 孝良 (食品化学研究室)

生物環境学科

教 授 岩崎 浩一 (農業環境システム学研究室)

准教授 石黒 悦爾 (環境情報システム学研究室)

フロンティアサイエンス研究推進センター

教 授 田浦 悟

獣医学科

教 授 大和 修 (臨床病理学研究室)

教 授 小島 敏之 (獣医繁殖学研究室)

准教授 窪田 力 (獣医繁殖学研究室)

教 授 出口栄三郎 (産業動物獣医学研究室)

准教授 高木 光博 (産業動物獣医学研究室)�������������������������������
対象：生物生産学科１年, 84名

日程：集中実習 (１期３日間・２期３日間)

単位：１

実習施設：学内農場農事部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場, 入来牧場, 高隈演習林

担当教員：遠城道雄・伊村嘉美・箱山 晋・下田代智英・久保達也・坂田祐介・橋本文雄・清水圭一・井倉洋二・

黒田治之

担当技術職員：松元里志・新地富一・田浦一成・冨永 輝・川口昭二・野村哲也・福留弘康・勘米良祥多・谷村

音樹・寺本玲香・中野八伯・片平清美・木山孝茂・廣瀬潤・城戸麻里・石井大介・花田博之・内

村利美

目標：農業経験のない学生に生物生産のための基礎的技術を体験させ, 生物生産の多面性および有機性を認識さ

せる｡

内容：非宿泊施設 (学内農場農事部・唐湊果樹園) から１カ所, 宿泊施設 (指宿植物試験場, 入来牧場, 高隈演

習林) から１カ所を選択させ, 第９表に示すような普通・園芸作物, 施設園芸, 森林および家畜生産につ

いての基礎的な実習を行う｡

鹿児島大学農学部農場年報 第４号
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��� 生物生産学特別実習の実習内容 (2008～2009)
施 設 別 の 実 習 内 容

月日 学内農場農事部 唐湊果樹園 指宿植物試験場 入来牧場 高隈演習林
2008

9�8 キャンプ生活, 夜の
森・星空体験, キャ
ンプファイアー

9
森林ハイキング, 川
の源流探検

10 林業体験, 苗木植栽

9�16 牧場施設・家畜の説明,
農業機械類の見学

17 誘起分娩見学, 除角,
鼻カン通し

18 農業機械運転実習

9�22 早生管理

24 堆肥施用, 機械操作

25 防風樹管理, 果樹の
鉢植え管理

9�24 施設野菜の栽培管理 施設説明, 熱帯性樹
木類の整枝

25 施設下記の栽培管理 灌水と栽培管理

26 水稲の生育・収集調
査

実生・挿し木苗の鉢
上げ
農業機械の操作
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対象：植物生産学コース２年 (４期) ～３年 (５期), 20名

日程：終日実習 (毎週月曜日)

単位：４ (30週)

実習施設：学内農場農事部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場, 入来牧場

担当教員：遠城道雄・伊村嘉美・佐々木 修・佐藤宗治・箱山 晋・一谷勝之・下田代智英・冨永茂人・山本雅

史・久保達也・津田勝男・坂田祐介・橋本文雄・清水圭一・岩井 久・高山耕二・石黒悦爾・田浦

悟・黒田治之

担当技術職員：松元里志・新地富一・田浦一成・冨永 輝・川口昭二・野村哲也・福留弘康・勘米良祥多・谷村

音樹・寺本玲香・中野八伯・片平清美・木山孝茂・廣瀬 潤・城戸麻里・石井大介・花田博之・

内村利美

目標：農業全般に関する基本技術の習得, 普通作物, 園芸作物のライフサイクルおよび普通作物, 園芸作物およ

び家畜などの成長と自然環境の関係を理解させる｡

内容：第10表に示すように, 附属農場４施設 (学内農場農事部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場, 入来牧場) を回

り, 普通作物, 野菜, 花卉, 果樹, 熱帯作物および家畜・飼料作物のライフサイクルを通した観察と管理

技術の習得を目指した実習を行う｡

Ⅲ 教育活動
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2009

2�18 花卉実習・タマネギ
栽培管理

カンキツ園施肥, カ
ンキツ収穫

施設説明, 熱帯性樹
木類の整枝
植物の増殖・鉢上げ・
鉢替え

牧場施設・家畜の説明,
農業機械類の見学

19 野菜類育苗管理 防風樹管理, 挿し木・
マルチング

農業機械の操作 誘起分娩見学

20 冬季雑草調査 剪定, 農業機械の操
作

ライチの取り木
植物類の栽培管理

去勢, 鼻カン通し
農業機械運転実習

3�3 キャンプ生活, 夜の
森・星空体験, キャ
ンプファイアー

4 森林ハイキング, 川
の源流探検

5 林業体験, 苗木植栽

���� 農場実習Ⅱ (植物生産学コース) Ａの実習内容 (2008～2009)
分 野 別 の 実 習 内 容

月日 普通作物 野 菜 花 卉 果 樹 熱帯作物 家畜飼料

2008

10�6 トマトの養液栽培・
ダイコン播種

スイートピー播種

15 施設の構造とビ
ニール張り, グ
アバ葉収穫

20 水稲収穫・乾燥 ダイコン間引 トルコギキョウ播種 カキ収穫・脱渋

27 子牛の管理

11�5 タマネギ定植 トルコギキョウ定植 カンキツ園施肥

10 大豆収穫 トマト養液栽培 早生温州収穫・選果,
果実調査

27 大豆播種 カンキツ植え付け

12�1 小麦播種 トマト養液栽培 不知火ビニールかけ

8 熱帯性イモ類の
収穫, 観葉植物
管理・追肥

15 大麦小麦中耕追肥 タマネギ除草, ダイ
コン収穫

普通温州収穫・選果,
果実調査

22 堆肥製造

2009

1�5 トマト養液栽培 トルコギキョウ, ス
イートピーの整枝

カンキツ園堆肥施用

19 熱帯植物の鉢替
・鉢上げ, 熱帯
果樹の花芽管理
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対象：植物生産学コース２年 (４期) ～３年 (５期), 20名

日程：終日実習 (毎週月曜日)

単位：４ (30週)

実習施設：学内農場農事部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場, 入来牧場

担当教員：遠城道雄・伊村嘉美・佐々木 修・佐藤宗治・箱山 晋・一谷勝之・下田代智英・冨永茂人・山本雅

史・久保達也・津田勝男・坂田祐介・橋本文雄・清水圭一・岩井 久・高山耕二・石黒悦爾・田浦

悟・黒田治之

担当技術職員：松元里志・新地富一・田浦一成・冨永 輝・川口昭二・野村哲也・福留弘康・勘米良祥多・谷村

音樹・寺本玲香・中野八伯・片平清美・木山孝茂・廣瀬 潤・城戸麻里・石井大介・花田博之・

内村利美

目標：農業全般に関する基本技術の習得, 普通作物, 園芸作物のライフサイクルおよび普通作物, 園芸作物およ

び家畜などの成長と自然環境の関係を理解させる｡

内容：第11表に示すように, 附属農場４施設 (学内農場農事部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場, 入来牧場) を回

り, 普通作物, 野菜, 花卉, 果樹, 熱帯作物および家畜・飼料作物のライフサイクルを通した観察と管理

技術の習得を目指した実習を行う｡
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4�6 野菜の自主栽培, タ
マネギ収穫

13 野菜の自主栽培 秋ギク母株挿し芽 接ぎ木

20 成牛の管理

27 熱帯産ヤムイモ
定植, 熱帯性植
物挿し木

5�11 大麦収穫・収量調
査

秋ギク母株定植

18 小麦収穫, サツマ
イモ定植

ゴマダラカミキリ防除

25 熱帯果樹管理,
花芽, 着果の観
察

6�1 水稲播種, 圃場耕
転

果実苗鉢替え

8 病原菌簡易検査法１,
害虫駆除

早生管理

15 普通期水稲田植 秋ギク挿し芽

22 防風樹管理, カンキツ
施肥

29 大豆播種, 合鴨農
法

病原菌簡易検査法２ トルコギキョウ収穫

7�6 熱帯性植物挿し
木・鉢上げ, ヤ
ムイモ支柱立て・
管理

13 非破壊法による���の推定, 大豆
定植

秋ギク定植 カキ摘果

注) 普通作物, 野菜, 花卉：学内農場農事部・指宿植物試験場, 果樹：唐湊果樹園, 熱帯作物：指宿植物試験場,
家畜・飼料：入来牧場

���� 農場実習Ⅱ (植物生産学コースＢ) の実習内容 (2008～2009)
分 野 別 の 実 習 内 容

月日 普通作物 野 菜 花 卉 果 樹 熱帯作物 家畜飼料

2008

10�6 トマトの養液栽培・
ダイコン播種

スイートピー播種

15 水稲収穫・乾燥 トルコギキョウ播種 カキ収穫・脱渋

20 施設の構造とビ
ニール張り, グ
アバ葉収穫

27 ダイコン間引 トルコギキョウ定植 カンキツ園施肥
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対象：環境システム学・農業経営経済学 (１班) ２年 (４期) ～３年 (５期), 27名

日程：半日実習 (毎週金曜日午後)

単位：２ (30週)

実習施設：学内農場農事部, 唐湊果樹園

担当教員：佐々木 修・佐藤宗治・箱山 晋・一谷勝之・冨永茂人・山本雅史・久保達也・坂田祐介・橋本文雄・

清水圭一・津田勝男・高山耕二・岩崎浩一・石黒悦爾・田浦 悟・伊村嘉美・黒田治之・遠城道雄

Ⅲ 教育活動

―��―

11�5 大豆収穫 トマト養液栽培 早生温州収穫・選果,

果実調査

10 タマネギ定植 カンキツ植え付け

27 大豆播種, 大豆脱
穀

カラタチ鉢上げ

12�1 熱帯性イモ類の

収穫, 観葉植物

管理・追肥

8 小麦播種 トマト養液栽培 普通温州収穫・選果,

果実調査

15 子牛の管理

22 大麦小麦中耕追肥 タマネギ除草, ダイ

コン収穫

ポンカン収穫・選果,

果実調査

2009

1�5 熱帯植物の鉢替・

鉢上げ, 熱帯果

樹の花芽管理

19 トマト養液栽培 トルコギキョウ, ス

イートピーの整枝

カンキツ園堆肥施用

26 トマト養液栽培 スイートピーの収穫 カキ剪定

4�6 野菜の自主栽培,

タマネギ収穫

13 野菜の自主栽培 秋ギク母株挿し芽 接ぎ木

20 熱帯産ヤムイモ

定植, 熱帯性植

物挿し木

27 堆肥製造

5�11 大麦収穫・収量調

査

病原菌簡易検査法１ 果樹苗鉢替え

18 小麦収穫, サツマ

イモ定植

秋ギク母株定植

25 水稲播種, 圃場耕

転

ゴマダラカミキリ防除

6�1 熱帯果樹管理,

花芽, 着果の観

察

8 病原菌簡易検査 早生管理

15 法２, 害虫駆除 防風樹管理, カンキツ

施肥

22 普通期水稲田植,

合鴨農法

秋ギク挿し芽

29 成牛の管理

7�6 非破壊法による���の推定, 大豆
定植

秋ギク定植 カキ摘果

13 熱帯性植物挿し

木・鉢上げ, ヤ

ムイモ支柱立て・

管理

注) 普通作物, 野菜, 花卉：学内農場農事部・指宿植物試験場, 果樹：唐湊果樹園, 熱帯作物：指宿植物試験場,
家畜・飼料：入来牧場



担当技術職員：松元里志・新地富一・田浦一成・冨永 輝・川口昭二・野村哲也・福留弘康・勘米良祥多

目標：農業全般に関する基本技術の習得, 普通・園芸作物のライフサイクルおよび普通・園芸作物などの成長と

自然環境の関係を理解させる｡

内容：第12表に示すように, 普通作物, 園芸作物 (野菜, 花・観賞植物, 果樹) などの栽培管理技術の習得と播

種から収穫までの作物のライフサイクルを通した観察と栽培管理の実習を行う｡

������������������������������
対象：生産環境工学・農業経営経済学 (２班) ２年 (４期) ～３年 (５期), 28名

日程：半日実習 (毎週金曜日午後)

単位：２ (30週)

実習施設：学内農場農事部, 唐湊果樹園

担当教員：佐々木 修・佐藤宗治・箱山 晋・一谷勝之・冨永茂人・山本雅史・久保達也・坂田祐介・橋本文雄・

清水圭一・津田勝男・高山耕二・岩崎浩一・石黒悦爾・田浦 悟・伊村嘉美・黒田治之・遠城道雄

担当技術職員：松元里志・新地富一・田浦一成・冨永 輝・川口昭二・野村哲也・福留弘康・勘米良祥多

目標：農業全般に関する基本技術の習得, 普通・園芸作物のライフサイクルおよび普通・園芸作物などの成長と

自然環境の関係を理解させる｡

内容：第13表に示すように, 普通作物, 園芸作物 (野菜, 花・観賞植物, 果樹) などの栽培管理技術の習得と播

種から収穫までの作物のライフサイクルを通した観察と栽培管理の実習を行う｡
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���� 農場実習Ⅱ (環境システム学・農業経営経済学１班) の実習内容 (2008～2009)
分 野 別 の 実 習 内 容

月日 普通作物 野 菜 花 卉 果 樹

2008

10�3 畦畔管理 (芝桜挿し芽) 花苗播種

10 カキ収穫・脱渋

17 施設野菜栽培

24 カンキツ園施肥

31 水稲収穫 花苗鉢上げ

11�7 早生温州の収穫

21 大豆収穫 タマネギ定植

28 普通温州の収穫

12�5 大麦・小麦播種 施設野菜栽培

12 不知火ビニールかけ

19 大麦・小麦の中耕, 追肥 花鉢管理

24 カラタチ鉢上げ

2009

1�9 施設野菜栽培 鉢替え

23 中カンキツの収穫

4�10 養液栽培トマト播種, 露地栽
培, タマネギ収穫

夏秋スプレー菊の挿し芽

17 接ぎ木

24 スイートコーン播種 夏秋スプレー菊の定植

5�1 モモの袋かけ

8 養液栽培トマト定植 夏秋スプレー菊の摘心, トル
コギキョウ整枝

15 ゴマダラカミキリ防除

22 小麦収穫 養液栽培トマト誘引・芽かき

29 カンキツ園施肥

6�5 家畜糞尿処理と堆肥製造 養液栽培トマト摘心・誘引・
芽かき・露地栽培誘引・芽か
き

12 カンキツの摘果

19 農業機械操作 養液栽培トマト誘引・芽かき トルコギキョウ整枝

26 防風樹管理

7�3 非破壊法による���の推定 養液栽培トマト��調査 トルコギキョウ収穫

10 カンキツ園早生管理

17 スイートコーン収穫 養液栽培トマト収穫

注) 普通作物, 野菜, 花卉：学内農場農事部, 果樹：唐湊果樹園,
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対象：植物生産学コース２年 (４期) ～３年 (５期), 40名

日程：集中実習 (４期３日間, ５期３日間)

単位：１

実習施設：学内農場農事部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場

担当教員：遠城道雄・箱山 晋・下田代智英・山本雅史・坂田祐介・橋本文雄・清水圭一・黒田治之

担当技術職員：松元里志・新地富一・田浦一成・冨永 輝・川口昭二・野村哲也・福留弘康・勘米良祥多・谷村

音樹・寺本玲香・中野八伯

目標：生物生産学特別実習および農場実習Ⅱで習得してきた栽培技術を再確認するとともに, 普通・園芸作物に

関する栽培技術をより向上させる｡

内容：第14表に示すように, 講座別 (作物生産学, 園芸生産学, 病虫制御学) に指定された実習施設において,

普通作物および園芸作物に関する専門的な実習を行う｡

Ⅲ 教育活動

―��―

���� 農場実習Ⅱ (生産環境工学・農業経営経済学２班) の実習内容 (2008～2009)
分 野 別 の 実 習 内 容

月日 普通作物 野 菜 花 卉 果 樹
2008
10�3 鉢植え管理
10 畦畔管理 (芝桜挿し芽) 花苗播種
17 カキ収穫・脱渋
24 水稲収穫 施設野菜栽培
31 カンキツ園施肥

11�7 大豆収穫 花苗鉢上げ
21 早生温州の収穫
28 大麦播種 タマネギ定植

12�5 普通温州の収穫
12 小麦播種 施設野菜栽培
19 不知火ビニールかけ
24 小麦の中耕, 追肥 花鉢管理

2009
1�9 鉢物管理
23 施設野菜栽培 鉢替え
4�10 接ぎ木
17 養液栽培トマト播種, 露地栽

培, タマネギ収穫
夏秋スプレー菊の挿し芽

24 果樹苗管理
5�1 スイートコーン播種 養液栽培トマト定植 夏秋スプレー菊の定植
8 モモの袋かけ
15 小麦収穫 養液栽培トマト誘引・芽かき 夏秋スプレー菊の摘心, トル

コギキョウ整枝
22 ゴマダラカミキリ防除
29 家畜糞尿処理と堆肥製造 養液栽培トマト摘心・誘引・

芽かき･露地栽培誘引･芽かき
6�5 カンキツ園施肥
12 農業機械操作 トルコギキョウ整枝
19 カンキツの摘果
26 養液栽培トマト誘引・芽かき,��調査 トルコギキョウ収穫

7�3 防風樹管理
10 非破壊法による���の推定,

スイートコーン収穫
養液栽培トマト収穫

17 カンキツ園早生管理

注) 普通作物, 野菜, 花卉：学内農場農事部, 果樹：唐湊果樹園,

���� 農場実習Ⅰ (植物生産学コース) の実習内容 (2008～2009)
施設別・講座別の実習内容

農 事 部 唐湊果樹園 指宿植物試験場

月日 作物生産学 作物生産学 病害虫制御 園芸生産学 園芸生産学 病害虫制御

2008

8�4 大豆中耕, 水稲成
育・雑草調査
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対象：家畜生産学コース２年 (３期), 24名

日程：集中実習 (５日間)

単位：１

実習施設：入来牧場

担当教員：伊村嘉美・黒田治之

担当技術職員：片平清美・木山孝茂・廣瀬 潤・城戸麻里・石井大介・花田博之・内村利美

目標：草地, 家畜および家畜糞尿の管理技術を現場での実習を通して習得させるとともに, 畜産に関する理解を

深める｡

内容：第15表に示すように, 草地の利用・管理, 家畜 (肉用牛および肉用豚) の飼養管理, 家畜糞尿の処理にお

ける基本技術の目的とその実施方法を概説し, 実際にその作業を体験させる実習を行う｡

���������������
対象：家畜生産学コース３年 (年間), 24名

日程：随時

単位：１

実習施設：学内農場畜産部

担当教員：高山耕二・伊村嘉美・黒田治之

目標：家畜・家禽の育種管理における最新技術, 家畜・家禽の繁殖管理における最新技術および家畜・家禽の飼

養管理における最新技術を習得させる｡

内容：実習期間は４月から翌年３月まで, 実習時間は午前９時から午後５時までを原則とするが, 他講義の履修

状況や緊急の動物管理で時間外に及ぶこともある｡ 内容によっては小グループに分かれて, 共同実習を行
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5 水田・畑作生育

6 調査・根系調査畦
畔管理

8�5 施設説明, 挿し木
苗鉢上げ, 果樹観
賞植物管理, ライ
チ取り木, シロサ
ポテ剪定

6

7

8�8 果樹園の早生管理,
防風林管理, 害虫
防除, カンキツの
摘果, 病害防除,
鉢植樹管理

11

12

2009

2�24 カンキツ植え付け,
カンキツ施肥, 挿
し木, 甘夏収穫,
カンキツ剪定

25

26

2�25 施設説明, ライチ
取り木, 植物鉢替
え, 樹木類の剪定,
病害虫防除

26

27

3�31 ムギ類の生育調査
及び形態観察

4�1 タマネギ収穫

2 袋詰め

���� 農場実習Ⅰ (家畜生産学コース) の実習内容 (2008)

月日 実 習 内 容

8�4 オリエンテーション, 施設, 家畜, 農業機械類の見学, 夕方の日常管理

5 朝の日常管理, 草量調査, 草の収穫作業見学, 除角, 去勢, 夕方の日常管理

6 朝の日常管理, 肥育牛体重測定, 鼻カン通し, 夕方の日常管理

7 朝の日常管理, 繁殖牛の行動観察, 直腸検査, 夕方の日常管理

8 朝の日常管理, 農業機械運転実習, 小テスト, まとめの質疑応答, 清掃



う｡ 主な実習内容は第16表に示すとおりで, 動物飼育棟にて飼養されている家畜・家禽を対象として, 日

常の育種, 繁殖および飼養管理業務を実地体験し, それらに係わる基本的技術に関する実習を行う｡

���������������
対象：家畜生産学コース４年 (年間), 21名

日程：随時

単位：１

実習施設：学内農場畜産部

担当教員：高山耕二・伊村嘉美・黒田治之

目標：家畜・家禽の育種管理における最新技術, 家畜・家禽の繁殖管理における最新技術および家畜・家禽の飼

養管理における最新技術を習得させる｡

内容：実習期間は４月から翌年３月までで, 実習時間は午前９時から午後５時までを原則とするが, 他講義の履

修状況や緊急の動物管理で時間外に及ぶこともある｡ 内容によっては小グループに分かれて, 共同実習を

行う｡ 主な実習内容は第17表に示すとおりで, 動物飼育棟にて飼養されている家畜・家禽を対象として日

常の育種, 繁殖および飼養管理業務を実地体験し, それらに係わる基本的技術に関する実習を行う｡

�����������������������
対象：食糧生産化学コース３年 (５, ６期), 21名

日程：集中実習 (５期３日間２回, ６期３日間２回)

単位：２

実習施設：学内農場農事部, 唐湊果樹園, 指宿植物試験場

担当教員：遠城道雄・箱山 晋・下田代智英・山本雅史・坂田祐介・橋本文雄・清水圭一・黒田治之

担当技術職員：松元里志・新地富一・田浦一成・冨永 輝・川口昭二・野村哲也・福留弘康・勘米良祥多・谷村

音樹・寺本玲香・中野八伯

目標：農業全般に関する基礎的技術の習得, 普通作物および園芸作物の成長と自然環境の関係および季節による

作物の生育と栽培技術の違いを理解させる｡

内容：第18表に示すように, 普通作物と園芸作物 (野菜, 花・観賞植物, 果樹) などを中心に栽培管理技術に関

する実習を行う｡

なお, 夏季休暇中に指宿植物試験場で実施予定であった実習については台風接近のため, 延期し, 12月

25日, 26日に２日間に短縮して行った｡

Ⅲ 教育活動
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���� 家畜生産学実習Ⅰの実習内容 (2008)

月日 実 習 内 容

随時

１) 家畜・家禽のハンドリング
２) 家畜・家禽の生理機能のモニタリング
３) 家畜・家禽の育種繁殖
４) 飼料の生産 (牧草・青刈作物の栽培, 調製)
５) 飼料の調製と給与
６) 糞尿処理
７) 疾病予防と対策
８) 管理機器類の基本操作

���� 家畜生産学実習Ⅱの実習内容 (2008)

月日 実 習 内 容

随時

１) 家畜・家禽のハンドリング
２) 家畜・家禽の生理機能のモニタリング
３) 家畜・家禽の育種繁殖
４) 飼料の生産 (牧草・青刈作物の栽培, 調製)
５) 飼料の調製と給与
６) 糞尿処理
７) 疾病予防と対策
８) 管理機器類の基本操作

���� 農場実習 (食糧生産化学コース) の実習内容 (2008～2009)

施 設 別 の 実 習 内 容

月日 学内農場農事部 唐湊果樹園 指宿植物試験場

2008�8�4 果樹園の草生管理



������������������������
対象：家畜生産学コース３年 (６期), 24名

日程：集中実習 (４日間)

単位：１

実習施設：入来牧場

担当教員：伊村嘉美・青木良孝・黒田治之

担当技術職員：片平清美・木山孝茂・廣瀬 潤・城戸麻里・石井大介・花田博之・内村利美

目標：講義で学んだ食品加工の原理について, 実際にどのように行われているかを実習において体験することに

よって, その理解をさらに深める｡

内容：第19表に示すように, ハム, ソーセージ, ベーコン等について, 原料の処理から製品に仕上げるまでの実

習を行う｡

�������������������������
対象：食品機能化学コース３年 (６期), 23名

日程：集中実習 (４日間)

単位：１

実習施設：入来牧場

担当教員：伊村嘉美・青木良孝・黒田治之

担当技術職員：片平清美・木山孝茂・廣瀬 潤・城戸麻里・石井大介・花田博之・内村利美

目標：講義で学んだ食品加工の原理について, 実際にどのように行われているかを実習において体験することに

よって, その理解をさらに深める｡

内容：第20表に示すように, ハム, ソーセージ, ベーコン等について, 原料の処理から製品に仕上げるまでの実

習を行う｡
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5 防風樹管理・害虫防除

6 カンキツの摘果・挿し木

8�11 施設花卉実習

12 水田除草, カバープランツ鉢上げ

13 大豆中耕, 花苗鉢上げ

9�17～9�19
(補講)12�25 場内案内, 実習説明, パイナップル・

サンセベリア堀取り・親株定植, 栽
培施設管理

26 栽培施設管理, 作物・植物類の管理,
スターフルーツ鉢換え, ハウスの解
体

2009

3�11 実習説明, グアバ整枝剪定

12 栽培施設の管理, 作物・植物類の管
理, 農作業機械実習

13 栽培施設の管理, 作物・植物類の管
理

���� 食品加工実習 (家畜生産学コース) の実習内容 (2008)

月日 実 習 内 容

12�1 ベーコンの薫製開始, 牛肉の筋引き・処理, 豚肉の処理, 肉挽き, 乾塩漬け

2 プレスハムミックス, セミドライソーセジ, ソーセージ各ミックス製造, 薫製, ボイル

3 ロースハム, ボンレスハム, ベーコンの結さつ, 薫製, ボイル, プレスハムミックス, セミドライソーセ

ジ, ソーセージの再包装, 製品の整理

4 ロースハム, ボンレスハムの再包装, ベーコンのスライス・包装, 製品の試食

���� 食品加工実習 (食品機能化学コース) の実習内容 (2009)

月日 実 習 内 容

2�23 ベーコンの薫製開始, 牛肉の筋引き・処理, 豚肉の処理, 肉挽き, 乾塩漬け

24 プレスハムミックス, セミドライソーセジ, ソーセージ各ミックス製造, 薫製, ボイル

25 ロースハム, ボンレスハム, ベーコンの結さつ, 薫製, ボイル, プレスハムミックス, セミドライソーセジ,
ソーセージの再包装, 製品の整理



��������������
対象：獣医学科３年 (５期), 31名

日程：集中実習 (５日間)

単位：１

実習施設：入来牧場

担当教員：伊村嘉美・黒田治之

担当技術職員：片平清美・木山孝茂・廣瀬 潤・城戸麻里・石井大介・花田博之・内村利美

目標：草地, 家畜および家畜糞尿等の管理技術を習得させ, 畜産に関する理解を深める｡

内容：第21表に示すように, ５日間の集中宿泊実習のなかで, 草地の利用・管理, 家畜の飼養管理, 家畜糞尿の

処理における基本技術の目的とその実施方法を概説し, 実際にその作業を体験させる実習を行う｡

� � �
農場専任教員の大学院および学部での講義は以下の通りである｡�����
・果樹生態学特論 (後期・２単位) 黒田治之

・国際農業資源学特論 (後期・２単位) 遠城道雄�����
・卒業論文 (通年・６単位 分担) 遠城道雄・伊村嘉美

・博物館資料論 (前期・２単位 分担) 遠城道雄

・作物生産学概論 (前期・２単位 分担) 遠城道雄������
・新しい食と農のかたち (前期・２単位 分担) 遠城道雄

・国際協力農業体験講座 (前期・２単位 分担) 遠城道雄・伊村嘉美

・農・食・命・環境フィールドワーク (後期・１単位 分担) 遠城道雄・伊村嘉美・黒田治之

Ⅲ 教育活動
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26 ロースハム, ボンレスハムの再包装, ベーコンのスライス・包装, 製品の試食

���� 牧場実習 (獣医学科) の実習内容 (2008)

月日 実 習 内 容

5�19 オリエンテーション, 家畜・施設・機械類見学, 放牧地・採草地の植生調査, 家畜の日常管理

20 家畜の日常管理, 個体識別耳標の装置, 子牛の除角・去勢

21 家畜の日常管理, 繁殖牛の体尺測定, 人工授精見学, 直腸検査

22 家畜の日常管理, 肥育牛の体重測定, 鼻環の装着, 糞尿処理工程の見学

23 家畜の日常管理, 農業機械運転, テスト, まとめ, 施設の清掃



農場では, 教員と技術職員が一体となってフィールド農学に関わる様々な研究および技術開発を推進している｡ ま

た, 農場は, フィールド農学の研究施設として, 学部教員あるいは学部学生や大学院生の研究に広く活用され, その

成果は分子生物学から農業現場直結型まで広い範囲に亘っている｡� �������������
・合鴨農法を用いた健康食品 ｢黒米｣ の栽培 (共同研究)

・観賞用切り花栽培における品質管理 (共同研究)

・タマゴイモの生育に関する研究

・ヤムイモ類の染色体に関する研究 (共同研究)

・ジャガイモの色素に関する研究 (共同研究)

・黒毛和牛種の低コスト生産技術の開発

・農業副産物の資料利用に関する研究

・暖地型牧草のサイレージ発酵に関する研究������������������������������������������
(作物学研究室)

・カンショの品質及び生産性に関する研究

・カンショの栽培法に関する研究

・水稲の温度反応に関する研究

・水稲の遺伝資源に関する研究

(熱帯作物学研究室)

・水稲の品種分化に関する生理生態的解析

・キャサバ栽培特性の把握

・マメ科植物の窒素固定に関する研究

・テフの乾物生産に関する研究

(植物育種学研究室)

・アワの形態調査と品種保存

・アワの突然変異に関する遺伝分析

・サツマイモの耐病性に関する遺伝分析および形態調査

・水稲の耐病性に関する遺伝分析

・水稲の遺伝資源に関する研究

・アブラナ科及びマメ科植物の成長モードに関する実験

・ジネンジョとウコンの遺伝解析に関する研究

(植物分子生物学研究室)

・マメ科作物の根粒形成と植物ホルモンとの関わり

・葉菜類, 根菜類他作物の生育に対する植物ホルモンの効果

(果樹園芸学研究室)

・極早生ウンシュウとポンカンの根域制限試験

・ポンカンとタンカンのゼロエミッション試験

・ポンカン, キンカン, 実験材料の栽培

・ブルーベリーの栽培

・研究供試用のコンテナおよびポット植えのポンカン, タンカン等100樹を置くため

・マスカディンブドウ (繁殖試験用) の試作

(蔬菜園芸学研究室)

・ニンニク系統維持及び系統類縁関係の解明

・トレビスの生理, 生態の解明

・ダイコンの黒芯発現に関する品種比較試験
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・桜島ダイコンの育種及び栽培実験

・桜島ダイコン採種法の研究

(観賞園芸学研究室)

・ツバキ属植物の系統発生並びに新花色の育種

・ツバキ属植物の花色の遺伝

・トルコギキョウ, デルフィニウムの新花色の育種

・トルコギキョウの新花型・新花色の育種と生産

・ツツジ類の生態型と花色の育種

・スイートピーの花色遺伝の解析

(害虫学研究室)

・チャノホソガの人工飼料の開発と顆粒病ウイルスの増殖

・ナス科植物上におけるハダニ類の種構成

・卵寄生蜂トリコグラマ類の分類と圃場での基礎生態

・昆虫ウイルスによるハスモンヨトウおよびアワヨトウの防除

(家畜管理学研究室)

・合鴨の水田放飼が黒米の生育および収量に及ぼす影響

・水田放飼合鴨への未利用資源の給与が産肉性に及ぼす影響

・水田を利用した山羊の輪換放牧に関する研究

・山羊放牧による水田畦畔の植生管理に関する研究

・緑餌給与によるガチョウの卵肉生産に関する研究

(応用糖質化学研究室)

・系統別サツマイモデンプンの物理的特性に関する研究

(農業環境システム学研究室)

・サトウキビ栽培体系の高度化に関する研究

(環境情報システム学研究室)

・分光反射特性を用いたスギの生育調査に関する研究

(農地工学)

・畑地の浸透能実験

(法文学部)

・市民を巻き込んだ環境教育の実践としての循環型農業�����������������
(果樹園芸学研究室)

・新規除草剤の適用試験

・果樹栽培における炭化物利用に関する試験

・果実品質向上剤の検索試験

・タンカンとポンカン果実の発育および成熟の比較試験

・タンカン果実の発育と成熟に影響する要因の解明試験

・パッションフルーツの樹体発育, 花芽分化および結実に関する研究

・���分析によるカンキツの類縁関係の解明
・カンキツ果実の機能性成分の解明

・カンキツの不和合性に関する研究

・アセロラの栽培・育種技術の改良�������������������
(農場)

・施肥量の違いがトゲドコロの生育に及ぼす影響

・ダイジョの染色体観察手法に関する研究

・ジャトロファの栽培と開花に関する研究����������������
(家畜管理学研究室)

Ⅳ 研究活動
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・反芻家畜における地域未利用資源の飼料利用に関する研究

・山羊放牧による草地の植生管理に関する研究

・採草地へのシカ侵入防除に関する研究

・舎飼山羊群における飼料採食競合の緩和に関する研究

(家畜繁殖学研究室)

・家畜の繁殖整理と遺伝子改変家畜作成に関する研究

(産業動物獣医学研究室)

・牛白血病 (���) 陽性牛における末梢血白血球の分類と病変との関係の研究
(臨床病理学研究室)

・黒毛和種のライソゾーム蓄積病の原因解明

・牛白血病ウイルスの遺伝子型並びに牛の抗病性遺伝子型の調査

・肝生検材料を利用した常在微生物の調査�������������������
(家畜繁殖学研究室)

・家畜の繁殖生理と遺伝子改変家畜作成に関する研究

(家畜育種学研究室)

・家畜, 家禽を用いた遺伝育種学的研究

(家畜管理学研究室)

・家畜の行動管理に関する研究

・未利用資源の飼料化に関する研究

(食品分子機能学研究室)

・食品成分を利用したメラニン形成抑制剤の開発

・食品成分の免疫能亢進機能の検討

・食品成分のアレルギー抑制効果の検討

・食品成分のアトピー抑制効果の検討

・食品成分の高血糖抑制効果の検討

(栄養生化学・飼料化学研究室)

・共役リノール酸の栄養生理機能に関する研究

・オボアルブミンの脂質代謝改善作用

・新規野菜の脂質代謝改善作用

・米残留農薬に関する研究

・焼酎粕の飼料化に関する研究� ��������������������
なし�������
遠城道雄・勘米良祥多. 2008. トゲドコロの栽培学的研究－植え付け時期, 種イモ重, 貯蔵温度について－熱帯

農業研究１別号２. 47�48.������������������������
山本雅史・冨田貴浩・遠城道雄・米本仁巳・石畑清武・久保達也・冨永茂人. 2008. シロサポテ �����������������������������における葉緑体���の均一性. 鹿児島大学農場研究報告. 30：7�9.
山本雅史・久保達也・冨永茂人. 2008. 沖永良部島における在来シークリブ ����������������������遺伝資源の

調査. 鹿児島大学農場研究報告. 30：15�17.
山本雅史・松本亮司・上地義隆・伊地智 告・久保達也・冨永茂人. 2008. 喜界島における在来カンキツのポリ

メトキシフラボノイド含量. 鹿児島大学農学部学術報告. 58：1�7.��, �����, ���������, ���, �������, ��, ������, ��2008���������������������������������������������������
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���������������������������������77 �1��75�79���, �����, ���������, ���, �������, ��, ������, ��2008����������������������������������������������������������������������69�3166�3171�
田 野飛・坂巻祥孝・津田勝男・櫛下町鉦敏. 2008. マメハモグリバエとトマトハモグリバエの産卵および発育

に対する３種寄主植物の適合性. 昆虫(ニューシリーズ) 11(3)�135�143��������, ����������, ��������, ������������, ���������, ���������, �����������2008�������������115������������9 ������14 �����1������������������������������������������������������������������. 39�301�305.�山耕二・内山雄紀・赤井克己・花田博之・伊村嘉美・中西良孝. 2008�牧場採草地へのニホンジカ侵入に対す
る防護柵の影響�鹿児島大学農学部農場研究報告�30：11�14��山耕二・内山雄紀・赤井克己・廣瀬 潤・片平清美・伊村嘉美・中西良孝. 2008�電気柵設置による牧場採草
地へのニホンジカの侵入防止効果�西日本畜産学会会報�51：33－38.�山耕二・中村真紀子・内山雄紀・福永大悟・赤井克己・中西良孝. 2008�アイガモ農法におけるカラス害防除
に関する研究�西日本畜産学会会報�52：83�88.

伊村嘉美・池山優樹・片平清美・�山耕二・中西良孝. 2008�自給粗飼料を用いて放牧主体肥育した黒毛和種の
産肉成績. 西日本畜産学会報. 51：43�48.

魏 紅江・�山耕二・中西良孝・萬田正治. 2008�合鴨雛の水への順応性. 日本家禽学会誌. 45：�74��81.�山耕二・中田好郁・松元里志・田浦一成・徳重 悟・中西良孝. 2008�調理・食残渣発酵飼料を利用した合鴨
の卵肉生産. 日本有機農業研究年報. 8：121�134.����������,������������,������������������,�������������,���������������,�������������,����������������2008����������������������������������������������������������������������������������������9�1��
95�101�

末吉武志・岩崎浩一. 2008. サトウキビ種苗生産装置の開発に関する研究. 農業生産技術管理学会誌. 15(1). 17�22.������������������, �������������, �������������, ����������������2008�������������������������3������������������������������������������2����������������������������������������������������������������������������������9�3��273�279��������
沖山友哉・金森裕之・呉健忠・松本隆・一谷勝之・黒田充宏・渡部信義・安西弘行・久保山勉. (明治大学 2008

年３月28日・29日). イネ雑種弱勢原因遺伝子���1 の単離. 日本育種学会第113回講演会. 13.
田浦 悟・児玉裕也・稲崎新・一谷勝之・河邊弘太郎・小川紹文. (明治大学 2008年３月28日・29日). イネ白

葉枯病抵抗性遺伝子��16 のマッピング. 日本育種学会第113回講演会. 136.
田浦 悟・一谷勝之・河邊弘太郎. (滋賀県立大学 2008年10月11日・12日). イネ白葉枯病抵抗性遺伝子��17
のマッピング. 日本育種学会第114回講演会. 109.

高須有希子・一谷勝之・河邊弘太郎・佐藤宗治・田浦悟. (滋賀県立大学 2008年10月11日・12日). イネ第４染

色体に座乗するイネ白葉枯病抵抗性遺伝子��1, ��2 の位置関係. 日本育種学会第114回講演会. 110.
一谷勝之・前田勇介・柳瀬朱・沖山友哉・田浦悟・佐藤宗治・金森裕之・呉健忠・松本隆・渡部信義・久保山勉.

(滋賀県立大学 2008年10月11日・12日). イネ雑種弱勢原因遺伝子���2 の高密度連鎖解析および候補遺伝
子. 日本育種学会第114回講演. 111.

田浦 悟・古屋成人・後藤高広・�.�.����・�.�.���・吉村 淳. 2008. 北部ベトナムにおけるイネ白葉枯病.

日本熱帯農業学会第104回講演会. 11�12.
白田祐希・田浦悟・佐藤宗治・一谷勝之. (鹿児島大学 2008年10月18・19日). イネ雑種黄化原因遺伝子���1,���2 の連鎖分析. 日本熱帯農業学会第104回講演会. 15�16.
中河匡貴・川原大輔・一谷勝之・佐藤宗治・田浦 悟. (鹿児島大学 2008年10月18・19日). イネ白葉枯病抵抗

性突然変異系統��5 の抵抗性遺伝子��19 の高密度連鎖解析. 日本熱帯農業学会第104回講演会. 17�18.���������, ���������������, �����������, ���������������. 2008. ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������. 11������������������������������180�181. ������, ������.
久保達也・石本知香・山下佳祐・熊本 修・冨永茂人・山本雅史. 2008. パッションフルーツ果実におけるクエ

ン酸の分解とプロリンの集積. 園芸学研究. 7 (別１)：323.

山本雅史・福田麻由子・古賀孝徳・久保達也・冨永茂人. 2008. 喜界島 (鹿児島県) の在来カンキツであるケラ
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ジミカン ����������の親の推定. 園芸学研究. 7 (別１)：33.
楊 学虎・原 彰宏・久保達也・山本雅史・冨永茂人. 2008. 人工受粉がタンカン果実の結実, 肥大および品質

に及ぼす影響. 園芸学研究. 7 (別１)：149.

保坂裕人・冨永茂人・久保達也・山本雅史. 2008. 気温上昇が早生ウンシュウの生理落果に及ぼす影響. 熱帯農

業研究. 1 (別２)：21�23.
山本雅史・古賀孝徳・福田麻由子・川口昭二・野村哲也・福留弘康・中野八伯・久保達也・冨永茂人. 2008. 各

種カンキツにおける果汁中のアスコルビン酸含量および抗酸化能. 熱帯農業研究. 1 (別２)：19�20.
橋本文雄・李 建賓・清水圭一・坂田雄介. 2008�｢サルウィンツバキのアントシアニン色素｣. 園芸学会秋季大
会. �222. 三重大学.

橋本文雄. 2008�｢紅花ツバキの食品利用｣. 農林水産省・アグリビジネス創出フェア. 東京国際フォーラム展示
ホール (有楽町).

相島康助・橋本文雄・清水圭一・坂田祐介. 2008�｢秋咲き性ツツジの育種と花弁アントシアニジン色素の遺伝｣.
第20回植物色素研究会. 熊本大学.

近藤岳美・津田勝男・坂巻祥孝. 2008. チャノホソガ顆粒病ウイルスの��50 と潜葉期幼虫における感染. 九州
病害虫研究会第75回研究発表会.

二宮康誠・坂巻祥孝・津田勝男. 2008. 鹿児島大構内のミニトマト上に発生した��������������について. 九州
病害虫研究会第75回研究発表会.

川口友美・田脇広大・河邊弘太郎・大澤恵美・田浦悟・下桐猛・前田芳實・岡本新・橋口勉. 2008. 野間馬の毛

色について. 日本畜産学会第109回大会�常磐大学 (茨城県).�����������, ����������, �����������, �����������, ���������, �������, ��������
2008. ����������������������δ2������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������2008�����������������������������������������,�����������,���������,��������,����������,����������,��������2008������������������������������������������������������������������,��������������������������������������������������������������������������2008���������������������������������

磯辺博文・���������・山川寿将・下桐猛・河邊弘太郎・岡本新・岡本悟・前田芳實. 2008�����を用いた日
本ウズラの体重及び中足骨長に関わるゲノム領域の検索�第59回西日本畜産学会�佐賀大学 (佐賀県)�

三宅慧輔・下桐猛・前田芳實・松元光春・河邊弘太郎・岡本新. 2008�ニワトリの耳朶色に関する遺伝学的研究�
第59回西日本畜産学会�佐賀大学 (佐賀県)�������������・下桐猛・河邊弘太郎・岡本新・大串正明・家入誠二・新城明久・前田芳實. 2008. 卵白タンパ
ク質多型からみた日本鶏の特徴ならびにアジア在来鶏との比較�第59回西日本畜産学会�佐賀大学(佐賀県)�

工藤美雪・下桐猛・平岩秀樹・河邊弘太郎・岡本新・前田芳實・安江博�2008�家畜・家禽のゲノム���抽出に
おけるガラスろ紙法の検討�第59回西日本畜産学会�佐賀大学 (佐賀県)�

下桐 猛・西田奈央・丹羽孝介・西堀正英・工藤美雪・平岩秀樹・岡本新・前田芳實・徳永勝士・安江博. 2008�
わが国で開発された�������2 法によるニワトリ����の同時検出. 日本動物遺伝育種学会第９回大会�岡山
大学 (岡山県)����������・����������・�������・����������・��������・�������2008��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������日本動物遺伝育種学会第９回大会�岡山大学 (岡山県)�

内山雄紀・赤井克己・木山孝茂・伊村嘉美・�山耕二・中西良孝. 2008. 牧場採草地におけるニホンジカの侵入
防止に関する研究～省力かつ効果的な電気柵の設置方法に関する検討～. 日本家畜管理学会・応用動物行動

学会合同2008年度春季研究発表会. 44(１)：44�45.
花田信太郎・岩崎 ゆう・�山耕二・伊村嘉美・中西良孝. 2008. 山羊への飼料刷り込みとその放牧地内雑草防
除への応用に関する研究. 第７回日本山羊研究会 発表要旨集. 5�6.

主税裕樹・�山耕二・中西良孝. 2008. 舎飼い山羊群における飼料採食競合に関する研究. 第７回日本山羊研究
会発表要旨集. 7�8.�����������, ��������, ����������, ��������. 2008. �������������������������������������������������������������������������������������������������������������13�������������������������������������������������������������������������������������475��山耕二・石井大介・内山雄紀・吉田美代・中西良孝・廣瀬 潤・片平清美・伊村嘉美・赤井克己. 2008. 電気

柵の設置方法の違いが牧場採草地へのシカ侵入に及ぼす影響. 西日本畜産学会報2008年度(第59回)大会号.
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67.

主税裕樹・�山耕二・中西良孝. 2008. 舎飼い山羊群への新参個体導入が敵対行動と飼料採食競合に及ぼす影響.
西日本畜産学会報2008年度(第59回)大会号. 69.

丸山翔一郎・中村真紀子・田浦一成・松元里志・�山耕二・中西良孝. 2008. アイガモにおける巣外産卵行動の
抑制に関する研究. 西日本畜産学会報2008年度(第59回)大会号. 72.

山本梨沙・主税裕樹・�山耕二・中西良孝. 2008. 舎飼い山羊群における飼料採食競合に関する研究. 第８回日
本山羊研究会発表要旨集. 3�4.

神園巴美・田子山徹・大塚彰・林國興. 2008. ブロイラーにおける焼酎粕分離濃縮液給与の影響. 西日本畜産学

会20 (西日本畜産学会報).

河野遊歩・小島敏之・窪田力・川畑明治・轟木淳一・川上太朗・大川雅之・大辻一也・木戸恭子・福英司. 2008.

牛における重水希釈法を用いた体脂肪率推定の試み. 日本獣医師会九州地区学会.��������������, ��������������, ����������������2008������������������������������������������������������������������������������������������日本獣医師会九州地区学会.�������
李 建賓：�����������������������������������������������������������������
田 野飛：南九州の農業生態系におけるマメハモグリバエとトマトハモグリバエの生態学的研究

下桐 猛：放射線雑種細胞(��)パネルを用いた家畜遺伝子のマッピングとヒト－家畜比較地図の作成に関する
研究�������

岡元一也：ラッカセイの｢蒸発散量－乾物生産量関係｣と窒素固定

南さやか：我が国暖地におけるキャッサバの栽培に関する研究

薮田 伸：イネ品種の日長反応特性に関する研究

山下雄志：サツマイモの生育・収量予測モデルに関する基礎的研究

後藤千寿：ヤケイおよびアジア在来鶏に関する遺伝学的研究

作村健彦：����を用いた銘柄鶏のマーカー作出に関する研究
外山奈津紀：ニワトリの抗病性に関する遺伝学的研究������������：���������������������������������������������
西田理恵：解繊処理竹材のサイレージ化とその乳生産への利用に関する研究

内山雄紀：牧場採草地におけるニホンジカの侵入防止に関する研究

田邊俊雄：銅の施用が水稲の登熟に及ぼす影響について�������
桑波田健太郎：イネの幼穂形成期における糖含有量の経時変化について

高田瑞穂：サツマイモの乾物生産に対する加里施用の逆数要因的作用の検出

田中賢一郎：サツマイモの乾物生産と乾物分配に及ぼす窒素施肥の影響

寺坂泉保：テフの乾物生産および水消費特性に関する基礎的研究

冨永克弘：キャッサバの植え方の違いが収量に及ぼす影響

山内理恵：ササゲ菌核病発症の有無と窒素施用の多少が根粒着生と ｢乾物生産量－蒸発散量｣ に及ぼす影響

山本夕菜：鹿児島におけるキャッサバ苗の冬季の維持について

前田勇介：イネ雑種弱勢遺伝子���2 の特定
前田基樹：パッションフルーツの開花, 結実と光合成速度に関する研究

足立龍弥：カンキツの自家不和合性に関する研究

曽我部暁：倍数体作出によるアセロラ大果系の作出

原 彰宏：タンカンの結実特性に関する研究

福田麻由子：カンキツの���分析による識別と機能性に富むカンキツ品種の探索
福元公成：パッションフルーツの品種識別に関する研究

山下佳祐：パッションフルーツの仮種皮組織の発達と果汁の集積および成分変化に関する研究

榎田麻衣：古典園芸植物の大量増殖

日高一菜：デルフィニウムの葯培養による二倍体及び半数体の作出に関する研究

中村 優：トルコギキョウの効率的な形質転換系の確立と花色の複対立遺伝子関連因子の導入
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松石梨絵：トルコギキョウの花色とアントシアニジン・フラボノールの量的関係について

新牛込司：スイートピーの花弁中のアントシアニジンについて

相島康助：ツツジ類の生態育種と花色多彩化に関する研究

近藤岳美：チャノホソガ顆粒病ウイルスの病原性と潜葉期幼虫における感染

二宮康誠：鹿児島大学構内のミニトマト上に発生した��������������について
松下智恒：温度変化によるチャノコカクモンハマキの発生予察

片野隆弘：ニワトリ一塩基多型(���)を利用したマーカー作出に関する研究
川上純史：ニワトリデルタクリスタリン２遺伝子の発現に関する研究

工藤美雪：ニワトリ��カルパイン遺伝子の多型と品種間比較に関する研究
田脇広大：野間馬の毛色に関する遺伝学的研究

角崎智洋：ウズラのリゾチーム多型に関する研究

源美勇司：鹿児島県産黒毛和種のサシに関わる遺伝子の探索

宮崎涼子：ニワトリゲノムにおける挿入・欠失情報からのマーカー作出に関する研究

仮屋修平：麹菌発酵飼料の反芻家畜への利用に関する研究－肉用種離乳子牛の発育と健康状態に及ぼす長期給与

の影響－

飯盛 葵：解繊処理竹材サイレージが育成山羊の発育と飼料利用性に及ぼす影響

主税裕樹：舎飼い山羊群における飼料採食競合に関する研究

花田信太郎：山羊への飼料刷り込みとその放牧地内雑草防除への応用に関する研究

岩�ゆう：山羊放牧による農地の持続的植生管理に関する研究
中村真紀子：合鴨卵の受精率向上に関する研究

石井大介：電気柵の設置方法の違いが牧場採草地へのニホンジカの侵入頭数に及ぼす影響

山本貴司：サトウキビ栽培体型の高度化 －一芽苗の初期成長に関する基礎実験－

塩賀由紀：黒毛和種経産牛における分娩後超早期の卵巣賦活が1年間の繁殖成績に及ぼす影響

坂本悦郎：銅の施用が水稲の収量および収量構成要素と外観品質に与える影響について

谷川幸則：登熟期の高温条件が水稲の根系活力に及ぼす影響

末永浩一郎：窒素の追肥時期の違いがイネの未熟粒発生に及ぼす影響

永山佳代子：植えつけ密度の異なる条件下におけるカンショの生育と塊根収量について

元井美穂：植えつけ密度の異なる条件下におけるカンショの塊根形状について

湯地優奈：異なる水分条件が栄養生長期のトウモロコシの地上部と根系の生長におよぼす影響

原 裕輔：異なる水分条件が栄養生長期のトウモロコシの蒸散と水利用効率におよぼす影響�����
冨永茂人・久保達也・山本雅史. 2008. 乾式メタン発酵残さの有効利用技術の開発. 農林水産技術会議事務局編,

研究成果���463, 農林水産バイオリサイクル研究－畜産エコチーム. ���128�133.������
冨永茂人. 2008. カンキツ園における最近の雑草管理と除草剤利用. 植調, 日本植物調節剤研究協会編, 42(7)：

273�280.� ����
遠城道雄 (分担) ｢西アフリカにおけるイモ類の再評価｣ 科学研究費補助金 (基礎研究 (�))� �����
日本熱帯農業学会, 日本作物学会, 園芸学会, 日本農作業学会, 日本育種学会, 日本草地学会, 日本畜産学会, 西

日本畜産学会, 日本養豚学会� �������
農場は, わが国における温暖地, 亜熱帯, 熱帯植物及びトカラ馬, 野生化牛などの希少動物の遺伝資源保存センター

としての機能を有する｡ 各付帯施設で保有する遺伝資源は下記のとおりである｡�������
唐湊果樹園では, 第22表に示すように, 落葉果樹11種類52品種・系統, 常緑果樹２種類125品種・系統, 熱帯・亜
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熱帯果樹８種類34品種・系統を保存している｡���� 唐湊果樹園で保存している果樹遺伝資源リスト

樹種名, 学名または組み合わせ 品種・系統名

落葉果樹

ナシ������������������� 幸水������������������� 新興

モモ������������������ あかつき������������������ 日川白鳳������������������ ちよひめ

スモモ��������� メスレー��������� 大石早生

ウメ��������������� 南高��������������� 鶯宿��������������� 竜峡小梅

ブドウ�������� キャンベル アーリー�������� デラウエア�������� ゴルビー�������� 安芸クイーン�������� ロザリオ ロッソ�������� ロザリオ ビアンコ�������� 翠峰�������� ハニー ビーナス�������� シャイン マスカット�������� 瀬戸ジャイアンツ

カキ��������������� 平核無��������������� 富有��������������� 次郎��������������� 禅寺丸��������������� 太秋��������������� 新秋��������������� 西村早生��������������� マメガキ��������������� ロウア柿��������������� 常葉柿

ブルーベリー������������ ホームベル������������ ウッダード������������ ティフブルー������������ �100������������ クライマックス������������ パールリバー������������ オースティン������������ ブライトウエル������������ マグリラ������������ ジャジー������������ ブラーデン������������ ジョージアゲム������������ オニール
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������������ シャープブルー

クリ�������������� 筑波�������������� 三原系�������������� 丹沢

イチョウ (ギンナン��������������� 藤九郎�������������� 嶺南�������������� 久寿

ザクロ���������������� 在来系

クワ�������� しだれぐわ

常緑果樹

ビワ������������������������� 茂木������������������������� 白茂木������������������������� 長崎早生

カンキツ��������������������� カブヤオ������������ プルット��������������������� カシーパペダ������������������������������ メキシカンライム������������������ スイートライム���������������������� ベルガモット������������� ビロロ�������������� レモンリアル���������� ブッシュカン���������� マルブッシュカン������������������ アレンユーレカ�������������� スイートレモン���������������������� バロチンベルガモット����������������� 安政柑����������������� 晩王柑����������������� チャンドラー����������������� はやさき����������������� 紅まどか����������������� 水晶文旦����������������� 晩白柚����������������� 麻豆紅柚����������������� 土佐文旦����������������� 大橘��������������������������� ジャガタラユ��������������� マーシュ シードレス�������������������� ハッサク�������������������� 農間紅ハッサク������������������������� ナルト������������������� 川野なつだいだい������������������� 紅甘夏������������������������ ヒョウカン������������������������� ヤマブキ������������������������� サンボウカン����������������������������� カワチバンカン������������� カブス������������� 回青橙
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������������� 斑入りダイダイ������������������ キノット�������������������������� ロクガツミカン����������������������������� キクダイダイ������������������ ハムリン������������������ トロビタ������������������ オリンダ バレンシア������������������ タロッコ������������������ モロ������������������ ピラリマ�������������� 垂水１号������������������ 宮内伊予柑

清家ネーブル Ｘ クレメンティン ありあけ

宮川早生 × トロビタオレンジ 清見

交雑親不詳のタンゴール マーコット����������������������� ヒュウガナツ����������������������� オレンジ日向����������������� カワバタミカン������������������� イーチャンジェンシス������������������ 山根������������������ ユズ��������������������� ハナユ���������������������� スダチ������������������������ カボス�������������� クネンボ�������������� トークニン������������� 原木 (４代目)������������� 青島温州������������� 寿太郎温州������������� 白川温州������������� 十万温州������������� 大津４号������������� 興津早生������������� 宮川早生������������� かごしま早生������������������� ケラジ��������������������������������� 喜界ミカン��������������������������������� ナツクニン�������������������� オートー������������������ 吉田ポンカン������������������ 薩州��������������� 地中海マンダリン���������������������� ゲンショウカン���������������������� ウスカワ��������������������� 大紅ミカン����������������������� クレメンティン��������������������� タチバナ��������������������� キノクニ������������������ スンキ������������������� クレオパトラ���������������� シイクワシャー���������������� シークニン (甘)���������������� シークニン (辛)���������������������� コウジ�������������������������� キミカン
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����� コズ����� 島みかん (黒島)

キング×地中海マンダリン アンコール

クレメンティン×ダンシータンゼリン フォーチュン

小西早生×フェアチャイルド サガマンダリン

キング×ウンシュウミカン カーラ

三保早生×クレメンティン 南香

今村温州×中野３号ポンカン 早香

クレメンティン×オーランド ノバ

ミネオラ×クレメンティン ページ

清見×中野３号ポンカン 陽香

清見×中野３号ポンカン 不知火

清見×ポンカンＦ－２４３２ はるみ

清見×アンコール あまか

(清見×興津早生) ×ページ 天草

(清見×アンコール) ×マーコット せとか

清見×興津早生 津之香

上田温州×ハッサク スイートスプリング

ダンカングレープフルーツ×ダンシータンゼリン ミネオラ����������������� シキキツ����� 辺塚ダイダイ���� 小林みかん

キンカン������������������������������� キンズ������������������������ ナガキンカン������������������������ マルキンカン������������������� ニンポウキンカン������������� チョウジュキンカン������������������������� ぷちまる

カラタチ�������������������������� ルビドー�������������������������� ヒリュウ

カンキツ近縁属������������������������ ファウストリメディン

熱帯・亜熱帯果樹

マンゴー����������������� アーウィン����������������� ゴールデン リッペンス����������������� ナム ドク マイ����������������� メラーイン

パッションフルーツ�������������������� サマークイーン�������������������� ルビースター�������������������� アマミノジャンボウ

アセロラ���������������������� ハワイアン クイーン���������������������� レッド ジャンボ���������������������� トロピカル ルビー���������������������� レーンボルグ���������������������� マウナウィリ���������������������� ハワイアン

アボカド������������������� フエルテ

ゴレンシ������������������� ナナ スター
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������������������� ボゴール������������������� マレーシア������������������� 二林軟枝������������������� 竹葉������������������� バンコク������������������� カギ

シロサポテ���������������������� マリブ

キャンディー

ピタヤ����������� 黄色系

赤色系

リュウガン������������������� �93�6
カーラ

ハエウ

シーチョンプー

エワイ

ビオキウ

サキップ

タイウエン

フンカク���������
当場では1918年の設置以来, 現在に至るまで, 熱帯・亜熱帯植物の収集・保存を行い, 教育研究に利用するととも

に, 地域への普及を行っている｡ これまで, マンゴー, パッションフルーツなどの熱帯果樹類や熱帯産ヤムイモなど

が, 南九州で特産化されている｡

遺伝資源植物として保存している植物数は, 品種や系統も含めると約1�500種類である｡ これらは, 鉢や露地植え
で保存されており, 面積ベースでは, 温室の40％, ビニルハウスの32％, 圃場の50％である｡ 単純計算であるが, 教

職員はこれら遺伝資源植物の維持, 管理に全体の作業の40％程度の時間を割いていることになる｡ 一方で, 遺伝資源

植物からの収入は, 全体の10％程度である｡

遺伝資源植物の保存, 評価, 利用なども附属農場の重要役割のひとつであるが, 教職員数と比較した場合の労力や

予算的な面からもほぼ限界の状況である｡ とくに果樹類などは実生系など品種が明確でないものも多く, それらは,

結実が見られないものも多い｡ 地域農業への貢献のためにも, 明確な品種と生産性の可能性がある熱帯・亜熱帯果樹

類への切り替えを進めている｡���� 指宿植物試験場で保存している主な植物遺伝資源リスト

科 名 和 名 学 名

アオイ ハマボウ ��������������������������
アオイ フウリンブッソウゲ ��������������������������������
アオイ ハイビスカス ������������
アオイ ヒメブッソウゲ ������������������������������������������������������
アオイ ウナズキヒメフヨウ ��������������������������������������������
アオギリ ピンポンノキ �������������������
アカテツ サポジラ ��������������
アカテツ クダモノタマゴ �������������������
アカテツ ミラクルベリー ���������������������������
アカテツ アビウ ���������������
アカネ サンタンカ ������������������
アカネ イクソラ・ダフィー ������������������
アヤメ アメリカシャガ ������������������
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イネ レモングラス ����������������������������
イネ スズコナリヒラ ������������������������������������������
イイギリ ラブリーアップル

イラクサ ペリオニア �������������
イラクサ アサバソウ �������������������������������
ウコギ ホンコンカポック ������������������������������������������
ウラボシ コウモリラン ���������������������������������
ウルシ マンゴー �����������������
オシロイバナ ブーゲンビレア �����������������
オトギリソウ マンゴスチン ���������������������
ガガイモ スタペリア ������������
カキノキ ブラックサポテ �����������������
カタバミ スターフルーツ �������������������
カヤツリグサ カミガヤツリ ����������������
キツネノマゴ ルリハナガサ �������������������������
キツネノマゴ シロアミメグサ �������������������������������������������������������������������
キツネノマゴ アトロプルプレウム ��������������������������������������������
キツネノマゴ コダチヤハズカズラ ���������������������������������
キツネノマゴ ベンガルヤハズカズラ ����������������������������������������
キョウチクトウ アデニウム �����������
キョウチクトウ オオバナアリアケカズラ ���������������������
キョウチクトウ ヒメアリアケカズラ ������������������������
キョウチクトウ セイヨウキョウチクトウ ����������������
キョウチクトウ キバナキョウチクトウ ��������������������������������
キントラノオ アセロラ ����������������
クスノキ アボガド ���������������������
クマツヅラ ハリマツリ ���������������
クマツヅラ チャイニーズハット ��������������������������
クマツヅラ ランタナ ���������������
クマツヅラ コバノランタナ ������������������������������������
クマツヅラ ペトレア �������������������
クロウメモドキ インドナツメ ����������������������
クロウメモドキ ナツメ �������������������������
クワ カンテンイタビ ���������������������
クワ インドゴムノキ ���������������������������
クワ カシワバゴム ����������������
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クワ ガジュマル �������������������
クワ オオイタビ �������������
クワ アコウ ��������������������������������
ゴマノハグサ ハナチョウジ ����������������������������������������
サトイモ ヒトスジグサ ������������������������
サトイモ アグラオネマ �������������
サトイモ クワズイモ �������������������
サトイモ オオベニウチワ ����������������������������������
サトイモ サトイモ ����������������������������
サトイモ ジャイアントスワンプタロ �������������������������������������
サトイモ ホウライショウウ �����������������������
サトイモ マドカズラ ������������������������������
サトイモ スパティフィラム �����������������
サボテン ドラゴンフルーツ �����������������
シソ クミスクチン ��������������������(����������
シノブ タマシダ ��������������������������������
ショウガ ゲットウ ����������������������������������������
ショウガ キフゲットウ ���������������������������������������������������
ショウガ フクジンソウ ���������������������������
ショウガ キョウオウ �����������������������
ショウガ ウコン ��������������
ショウガ ガジュツ ������������������������������
スイカズラ ゴモジュ �����������������������
ソテツ ナンヨウソテツ �����������������
ソテツ ソテツ �������������������
ツツジ ケラマツヅジ ������������������������
ツユクサ ムラサキオモト ����������������������������
トウダイグサ クロトン ���������������������������
トウダイグサ ハナキリン ���������������������������������������������������������������
トウダイグサ アオサンゴ ��������������������
トウダイグサ ナンヨウザクラ ������������������������
トウダイグサ サンゴアブラギリ ����������������������
トウダイグサ セッカギンリュウ ��������������������������������
トケイソウ ムラサキクダモノトケイソウ ���������������������
トケイソウ パッションフルーツ ����������������× ��������������������
ナス ニオイバンマツリ �������������������������
ナンヨウスギ シマナンヨウスギ ������������������������������������
ノウゼンカズラ ハリミノウゼン �������������������������������������
ノウゼンカズラ ジャカランダ ������������
ノウゼンカズラ イペ �����������
パイナップル パイナップル �������������������������
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パイナップル チランジア ��������������
パイナップル サルオガセモドキ �������������������������
バショウ バナナ ��������
バショウ ニコライ ������������������������������
バショウ ゴクラクチョウカ ���������������������
バショウ ユンケア �����������������������������������������������
バラ ヒメシャリンバイ ��������������������������������������������������������������
パンヤ パキラ ��������������������
パンヤ トックリキワタ ����������������
バンレイシ チェリモヤ ��������������������
バンレイシ アテモヤ ������������������
バンレイシ イランイラン ��������������
ヒガンバナ クンシラン ������������������
ヒガンバナ ハマオモト ����������������������������������
ヒユ アルテルナンテラ ����������������������������������������������
フトモモ キンポウジュ �����������������������������
フトモモ ユーカリノキ ��������������
フトモモ ピタンガ �������������������
フトモモ フェイジョア �����������������������
フトモモ メラレウカ �������������
フトモモ ギンバイカ ����������������
フトモモ テリハバンジロウ ����������������������
フトモモ キミノバンジロウ ��������������������������������������
フトモモ グァバ ����������������
フトモモ ミズレンブ ��������������������
フトモモ フトモモ ������������������������
フトモモ ジャボチカバ �����������������������
ベンケイソウ カゲツ ����������������������
ベンケイソウ カランコエ �����������������������������
マメ ソウシジュ ��������������������
マメ ネムノキ �������������������������
マメ バウヒニア ������������
マメ カリアンドラ ��������������
マメ コバノセンナ ������������������������
マメ ナンバンサイカチ ���������������
マメ サンゴシトウ ���������× ���������������
マメ アメリカデイコ �����������������������
マメ マルバデイコ �������������������������������������
ミカン シロサポテ �����������������������������
ミソハギ メキシコハナヤナギ ������������������������
ミソハギ ハナヤナギ �����������������������
ムクロジ リュウガン ������������������
ムクロジ ライチ ��������������������
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モクセイ シマトネリコ ����������������������������
モクセイ ハゴロモジャスミン �������������������������
モクマオウ モクマオウ ��������������������
ヤシ アカントフィラ ����������������������������������
ヤシ ユスラヤシ ����������������������������������������������������
ヤシ ビンロウジュ ��������������
ヤシ ジョオウヤシ ������������������������������������
ヤシ サトウヤシ ���������������������������
ヤシ クロツグ �������������������������������������(������������
ヤシ ボンネッティー �������������������������
ヤシ ブラジルヤシ �������������������������
ヤシ クジャクヤシ �����������������
ヤシ チャボトウジュロ �������������������
ヤシ アレカヤシ ����������������������������������
ヤシ デュシアナ ������������������������������
ヤシ ココヤシ ���������������
ヤシ テーブルヤシ ������������������������������������
ヤシ シロロウヤシ ��������������������
ヤシ ヒメショウジョウヤシ ����������������������
ヤシ ベガニー �������������������������������������
ヤシ ケンチャヤシ �����������������������������������������
ヤシ ヒロハケンチャヤシ ������������������������������������������
ヤシ マルハウチワヤシ ����������������������
ヤシ シナビロウ ��������������������������������������
ヤシ ビロウヤシ �����������������������������������������������������������
ヤシ オガサワラビロウ �������������������������������������������������������
ヤシ トックリヤシ �������������������������������
ヤシ トックリヤシモドキ �������������������������������������������
ヤシ ヴェデリアヌム ��������������������������������) ���������
ヤシ ミツヤヤシ �����������������������
ヤシ キリンヤシ ����������������������������������������
ヤシ カナリーヤシ ��������������������������������
ヤシ ナツメヤシ ��������������������
ヤシ カブダチソテツジュロ ���������������������
ヤシ シンノウヤシ ������������������������
ヤシ サトウナツメヤシ ��������������������������
ヤシ ヒメヤハズヤシ �������������������������������
ヤシ シュロチクヤシ �����������������������������������������
ヤシ カンノンチク ����������������������������
ヤシ シュロチク ������������������
ヤシ フロリダダイオウヤシ ������������������������������
ヤシ サバルヤシ ���������
ヤシ ヤエヤマヤシ ��������������������������������������
ヤシ コバナクマデヤシ �����������������������
ヤシ マニラヤシ ���������������������������������
ヤシ ウイニン ����������������������
ヤシ タケウマキリンヤシ �������������������������������
ヤシ オキナヤシ �������������������������������������������
ヤシ オキナヤシモドキ ���������������������������
ヤマノイモ カシュウイモ ��������������������
ヤマノイモ ヤムイモ �����������������������
ヤマノイモ トゲドコロ �����������������������������
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ヤマノイモ ヤムイモ �����������������������
ヤマノイモ ヤムイモ �����������������������
ヤマノイモ ダイジョ ����������������
ヤマモガシ マカダミアナッツ �����������������������������������
ユキノシタ サラサウツギ �����������������������������������������������������
ユリ キダチアロエ ��������������������
ユリ アロエ ��������
ユリ ハラン ����������������������
ユリ オリズルラン ����������������������������������
ユリ 十二の巻 ������������������������������
ユリ ソキアリス ������������������������������
ラン ホウサイラン �����������������������������
ラン オンシジューム ������������
ラン バニラ �������������������������
ラン トックリラン �������������������
リュウゼツラン リュウゼツラン ���������
リュウゼツラン センネンボク ����������������������������
リュウゼツラン センネンボク ����������������������) �����
リュウゼツラン ベニフクリンセンネンボク ����������������������
リュウゼツラン シロシマセンネンボク ������������������������
リュウゼツラン ギンヨウセンネンボク �����������������������������������������
リュウゼツラン レフレクサ �������������������
リュウゼツラン ハーニー �����������������������������������
リュウゼツラン トラノオ ��������������������������������������
リュウゼツラン ゴールデンハーニー �����������������������������������������
１. 指宿植物試験場で保存栽培している主な植物を掲載したが, 品種, 系統については原則として除外した｡

２. 科名, 和名, 学名については以下の書籍を参考にし, 明確な和名が無いものは文献１を主に参考した｡

参考文献

1�塚本洋太郎総監修：園芸植物大事典 １－６巻 小学館. 1990

2�熱帯植物研究会編：熱帯植物要覧 大日本山林会. 1984

3�土橋 豊：観葉植物1000 八坂書房. 1992

4�農林省熱帯農業研究センター：東南アジアの果樹. 農林統計協会 1974������
・トカラ馬 (�������������)
日本に現存する８種類の在来馬の一つで, 1953年９月に鹿児島県の文化財として天然記念物に指定された｡ 現在

の生息数は100頭前後で, そのうち約半数が鹿児島大学附属農場で飼育・増殖されている｡

・口之島野生化牛 (���������)
日本に現存する２種類の在来牛の一つで, 現在, その生息数は100頭前後で, そのうち約10頭が鹿児島大学附属

農場で飼育されている｡ 現在, 絶滅の危機に瀕しており, 鹿児島大学において保護と増殖のための取り組みを行っ

ている｡
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農場では, 地域住民を対象とした市民農業講座を開催するとともに, 農業技術研究会を立ち上げて, 農場で開発し

た技術の移転を進めている｡ また, 幼稚園児, 小学生を対象とした食育に取り組み, さらに地域住民に施設を解放し,

また農場実習の副産物を定期的に販売するなど, 様々な形で市民との交流を図っている｡� ���������������
地域住民を対象に, 毎年４月上旬に開催される展示即売会にあわせ, 農業に係わる今日的な話題をわかり易く解説

した公開講座を開催している｡ 平成20年度は第40回市民農業講座として以下の講座を開講した｡

開催日：４月10日 (木) 11：30～12：30

講座名： ｢野菜の栽培管理｣

講 師：鹿児島大学農学部附属農場学内農事部 松元 里志・田浦 一成・龍野 巳代������
開催日：４月10日 (木) 13：00～14：00

講座名： ｢農場から食卓までの安全性確保｣

講 師：鹿児島大学農学部獣医学科病態・予防獣医学 教授 岡本嘉六� ��������������������
坂田農場長と伊村動物部門主任が ｢八重山高原星物語｣ の実行委員に就任し, 会発展のための助言を行っている｡� ������������
子供達の食の乱れの是正や自然への渇望を満たすために, 技術職員を中心に下記のような食育の取り組みをしてい

る｡���������������������������
対象：鹿児島大学教育学部附属小学校, ５年生165名

時期：６月９日～10月31日

内容：水稲の播種から稲刈りまでを体験させ, 主食である米がどのようにしてつくられるかを学ぶとともに, 働

くことと食物への感謝の気持ちを醸成させる｡ ５月に播種, ６月に田植え, ７月に草取り, 10月に稲刈り

を行う｡�������������������
対象：めぐみ幼稚園, 園児51名, 教師９名

時期：５月：芋の苗植え, 10月：芋掘り

内容：自然とかけ離れた環境で育った園児に, 土にまみれてサツマイモを育てることを介して, 自然と食に興味

を持つようする｡ ５月にサツマイモの苗植え, 10月に収穫を行う｡�����������������
対象：鹿児島大学教育学部附属幼稚園, 園児69名, 教師６名

時期：10月30日

内容：みかん狩り体験を通して, 収穫の喜びを味わったり, 大学の施設について知り, 感謝の気持ちを持ったり

する｡� �����
周辺住民の散策場所として, 農場を常時解放するとともに, 自治体や団体等が開催するイベントに対して, 要請が

あれば積極的に施設の開放を行っている｡������������������������
対象：一般市民

時期：随時
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内容：鹿児島市内に位置する学内農場農事部と唐湊果樹園は, 農場見学, 俳句読み, 植物採集, 写真撮影, 散策

など, 都市に浮かぶオアシスとして市民の人気スポットである｡ 農場としては, 癒しの空間として農場を

整備し, 市民に開放するとともに, 来場者に対して農場施設の役割を啓発する｡��������������������
対象：一般市民

時期：８月９日 12時～21時

内容：薩摩川内市主催のイベント (国立天文台����電波望遠鏡施設公開, 鹿児島大学理学部光赤外線望遠鏡
施設公開, 親子科学実験もの作り, リバースクール ｢水辺で遊ぼう｣, 特産品出店など)｡ 防疫対策として

入来牧場施設の公開を中止した｡� ������
学生実習に伴って産出される農産物の有効利用を図る観点から, 生産物の展示即売会を下記のような日程で開催し

ている｡���������������
対象：一般市民, 約3�200名
時期：４月９日 (水) ～10日 (木) ９時～15時

場所：学内農場の一角にテント張りの特設会場を設営して開催

内容：実習で生産した米, 野菜, 苗物, 花卉, 観葉植物, 果物, 牛肉など約200品目20�000点を農場職員と学
生が一体となって開催する展示販売会である｡���������������

対象：一般市民

時期：毎月, 第２週と第４週の水曜日の昼休み時に開催

場所：学内農場販売所

内容：実習で生産した米, 野菜, 苗物, 花卉, 観葉植物, 果物などを販売している｡�������������������
対象：一般市民

時期：毎月, 第１週と第３週の水曜日の昼休み時に開催

場所：唐湊果樹園

内容：実習で生産した果物を販売している｡����������
対象：一般市民

時期：毎週月曜日の昼休み時に開催

場所：指宿植物試験場

内容：実習で生産した熱帯果実, 観葉植物などを販売している｡
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� �����������������
農場では, 常に最新の技術を取り入れ, 生産効率が高く且つ, 高品質な植物, 動物の育成に努めることにより, 教

育実習の実を高めるとともに, 副産物の価値を高める算段を行っている｡

平成20年度における各施設の収入見込額と収入実績額は, 第24表のとおりである｡ 収入実績は付帯施設間で増減が

みられるものの, 農場全体としては収入見込額を約3�199�423円上回った｡
� ����������������
平成20年度における各施設の生産概況と収入実績の内訳は, 下記のとおりである｡�������������������������
学内農事部作物・野菜部門では例年同様, 水稲, 普通畑作物, 露地野菜, 温室野菜を栽培した｡ １, ３, ４, ７,

８号圃場では, 家畜生産学講座家畜管理学研究室と共同で, 合鴨農法による水稲栽培を行った｡ また, ２号圃場は,

作物生産学講座植物育種学研究室, フロンティアサイエンス研究推進センター遺伝子研究部門が保存するイネ遺伝資

源の増殖・系統保存を兼ねた各種イネ品種の展示圃場として使用した｡

普通畑作物は, １号圃場で７月上旬から11月上旬までは大豆を, 11月中旬から翌年５月中旬までは大麦を, ３, ９

号圃場で同じく11月中旬から翌年５月中旬まで小麦を栽培した｡ そして９号圃場で５月上旬から11月上旬までは甘藷

をそれぞれ栽培した｡

露地野菜は, ７号圃場で11月中旬から翌年４月下旬まではタマネギ, 10号圃場においては, 農場実習Ⅱの科目で学

生による自主栽培を行った｡ また, 11号圃場では, 10月中旬から12月下旬までダイコンを栽培した｡

施設野菜は２号温室でキュウリ, ナスを４月中旬から８月中旬まで, ２号温室でトマト, サニーレタス, チンゲン

サイを10月中旬から１月下旬まで栽培した｡ 連棟ビニルハウスでは野菜苗の栽培を行った｡ また今年度より６号圃場

に設置した単棟ビニルハウスで, 水耕栽培としてトマトの養液栽培を10月初旬から２月上旬まで行った｡��：水稲の栽培状況を第25表に示した｡ ヒノヒカリ, 黒米を栽培した｡ 学生実習で, ６月上旬に播種, ６月下旬
に本田へ移植した｡ また３号圃場においては, 約５�分を鹿児島大学教育学部附属小学校５年生の教育実習として使
用し, 田植え, 除草, 脱穀の３作業を行った｡ 各圃場とも９月中旬に台風の接近があったが生育は順調であった｡
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���� 平成20年度農場生産物の収入見込み額および実績

施 設 収入見込額 (円) 収入実績額 (円) 備 考

学内農場農事部 2�000�000 1�811�006
学内農場畜産部 0 0

唐湊果樹園 5�000�000 4�878�050
指宿植物試験場 2�100�000 1�753�195
入来牧場 50�000�000 53�400�672
研究室等 0 456�500
合 計 59�100�000 62�299�423

���� 水稲の栽培状況

� ����



�������
普通畑作物の栽培状況を第26表に示した｡��：コガネセンガンを農学部開設100周年記念時事業の一貫として栽培した｡ 定植は, ５月中旬に実施した｡��：フクユタカを栽培した｡ ６月下旬から７月上旬に学生実習により播種したが, 約６�分はドリルシーダによる
播種を行った｡ 播種直後には鳥害対策を行った, ８月中旬にはハスモンヨトウ, カメムシの発生があったため, 薬散

防除を行ったが, カメムシの被害はその後も多く見られ, 収量にも多少影響した｡��：ニシノホシを栽培した｡ 12月上旬に学生実習において播種した｡ 播種後の生育は順調で, 病害の発生も少なく,
終始生育は順調であった｡��：ニシノカオリを栽培した｡ 12月上旬に学生実習により播種した｡ 播種後の生育は, ３号圃場の一部で湿害が見
られたが, 終始順調で, 病害の発生も少なかった｡

������
露地野菜の栽培状況を第27表に示した｡����：早生品種 ｢プレスト３｣ を栽培した｡ ９月中旬から９月下旬にかけ, 随時セルトレイに播種し, 11月中旬
から下旬にかけて, 学生実習で機械移植した｡ 生育は, ７号圃場東側(約10�)が, 土壌排水性・物理性が悪く生育が
遅延したが, 他は順調であった｡����：品種 ｢�392｣ を栽培した｡ ９月下旬に学生実習で播種した｡ 生育は順調であった｡�������：品種 ｢カクテル600｣ を栽培した｡ ４月下旬, ５月上旬に学生実習で播種した｡ 生育は順調であっ

た｡����：植物生産学コース農場実習Ⅱにおいて, 農事部圃場を利用して, 学生個人が露地野菜数種を対象に自ら栽
培計画を立て, 栽培管理から収穫に至るまで, すべての過程を体験的に学ぶ, 露地野菜栽培実習である｡ 一人当たり

３ｍ×５ｍ＝15㎡の圃場を提供し, 必要な道具, 資材はすべて貸し出した｡ トマト, ナス, キュウリが栽培された｡

生育途中で害虫や病気がみられたが, 農薬散布した学生, 無農薬栽培に徹した学生, また様々な栽培・管理法を行っ

た学生等, 各個人で意識の差が大きく反映された結果となった｡

������
施設野菜の作付け状況について第28表に示した｡����：品種 ｢夏すずみ｣ を栽培した｡ ４月中旬に学生実習で定植した｡ オンシツコナジラミの被害を受けた｡��：品種 ｢黒陽｣ を栽培した｡ ４月中旬に学生実習で定植した｡ キュウリ同様, オンシツコナジラミの被害を受け
た｡���：中玉種の桃太郎ヨークの養液栽培を行った｡ ９月下旬に播種し, 10月上旬に学生実習にて定植を行った｡ 生
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���� 普通作物の栽培状況

���� 露地野菜の栽培状況



育は順調であったが, 一部病原菌により, 植物体が枯れてしまった部分も見られたが, 病株の撤去後は, 目立った病

状は現れなかった｡ 芽かき・誘引等の管理作業とともに収穫約２週間前の��調整といった作業も実習に取り入れ,
養液栽培の一連の流れを体験させることができた｡ 収穫は果実がゴルフボール位の大きさとなって完熟した時点で行っ

た｡���：野菜苗は次年度の農場実習Ⅱにおける自主栽培や, 生産物販売 (農場実習Ⅰ) に利用される｡ １月中旬から
３月上旬にかけてセルトレイ (128穴) に播種し, ９��ポリポットに鉢上げした｡ 品目はトマト (品種 ｢桃太郎｣),

ミニトマト (品種 ｢千果｣), ナス (品種 ｢黒陽｣), ピーマン (品種 ｢エース｣), カボチャ (品種 ｢えびす｣, ｢鉄かぶ

と｣), キュウリ (品種 ｢夏すずみ｣), ニガウリ (品種 ｢沖縄中長｣), パプリカ (品種 ｢フルーピーレッド｣, ｢フルー

ピーイエロー｣) であった｡ また, 農場実習Ⅱの自主栽培用としてトマト, ナス, キュウリでは接ぎ木を行った｡

������
花卉部門は平成17年度に新設され, 切り花, 鉢物 (花苗) に関する栽培及び農場実習を行っている｡ 切り花はキク,

トルコギキョウを１号温室で, 鉢物 (花苗) を３号温室で栽培・管理した｡ また, シバザクラを花壇や畦畔に植え付

け環境整備に利用した (第29表)｡

��：まず, 母株の養成を行い, 母株より得た苗を本圃に定植した｡ 挿し芽, 畝たてから収穫までのポイントとなる
作業を実習において行った｡�������：トルコギキョウは10月下旬に学生実習でセルトレイに播種したものを12月上旬から中旬にかけて定
植した｡ 定植から収穫までのポイントとなる作業を実習で行った｡������：10月上旬に学生実習において, 畝立て・マルチング・播種を行った｡ 収穫は, 次年度以降に行う予定
である｡��：花苗実習として, アスター, ガーベラ, ダイアンサス, ラナンキュラスの４品目をとりあげ, 播種から鉢替え
までの各管理作業等を実習で行った｡ 尚, 実習で栽培した花鉢は, 次年度の農場展示即売会にて販売する予定である｡��：シバザクラを定植した｡ 学生実習において６月中旬と10月中旬に挿し芽をし, 各々において８月中旬, ２月中

Ⅵ 業務事項
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���� 施設野菜の施設別作付け状況

���� 花卉の施設別作付け状況



旬に鉢上げを行った｡ また前年度に挿し芽・鉢上げしたものを６月下旬, ７月上旬, ９月下旬に実習において定植し

た｡�������
実習教育で生産された農産物は, 学内で販売あるい出荷した｡ 販売実績は以下のとおりである｡

�������������������������������
全般に発芽及び開花は例年並みで, 台風の被害もなく収量は昨年に比べ多かった｡ 病害虫防除は慣行防除より少な

く, 適宜防除行った｡ 今年も微生物農薬 (バイオリサカミキリ) 防除を実習に取り入れ, ゴマダラカミキリムシ防除

を行った｡ カンキツ全般に関する主な実習として, 接ぎ木実習 (４月上旬), 微生物農薬を使用したゴマダラカミキ

リムシ防除 (５月中旬から６月上旬), ゴマダラカミキリムシ幼虫駆除 (８月上旬), 夏肥施用 (６月中下旬), 摘果

(７月から８月), 秋肥施用 (10月下旬から11月上旬), 春肥施用 (２月中下旬), 堆肥施用 (１月), 早生温州収穫 (11

月中下旬), 普通温州収穫 (12月中旬), 中晩柑収穫 (１月下旬, ２月下旬) を実施した｡�����：2006年から隔年交互結実栽培を極早生温州 ｢鹿児島早生｣, 早生温州品種 ｢興津早生｣, ｢宮川早生｣, 普
通温州 ｢青島温州｣ で導入し, ソウカ病の発生が一部見られたことから, 病斑除去をした｡ 遊休樹の管理は６月中旬

から７月上旬にかけて全摘果, ７月に剪定を行った｡ 生産樹は早生温州の摘果を仕上げ摘果だけで, ８月上旬に行っ

た｡ 普通温州では９月上旬に仕上げ摘果を行った｡ 収穫作業は極早生温州は９月中旬から10月中旬, 早生温州は10月

上旬から12月上旬, 普通温州では12月中旬に行った｡ 収量は早生温州3500㎏, 普通温州3600㎏であり, 隔年交互結実

栽培が同栽培導入以前に比べ少なくなったが, 昨年と同程度の収量があり果実品質も向上している｡ 剪定作業は３月

中下旬に行った｡ 学生実習は, 遊休樹の全摘果 (６月中旬) 及び生産樹の摘果 (８月上旬) を実施した｡����：収穫を12月中旬に学生実習にて行った｡ 収穫量は昨年に比べ600㎏多く, 果実品質も良好であった｡���������：８月下旬に摘果をし, 12月から１月下旬に収穫を行った｡ 収穫量は前年より多く, 1800㎏あり,
果実品質も良好であった｡���：８月上旬に摘果をし, 12月に今年からビニールの全被覆掛けを行った｡ 収穫は２月上旬に行った｡ 収穫量は
2000㎏で, 全被覆栽培を行った事により腐敗果が少なかった｡��：８月中下旬に摘果を行い, ２月下旬に学生実習で収穫をした｡ 収穫量は昨年に比べ400㎏多く, 果実品質も良
好であった｡��：８月上旬に摘果を行い, ２月中旬に学生実習で収穫をした｡ 収穫量は昨年に比べ500㎏少なかったが, 果実品
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���� 平成20年度学内農場農事部における収入実績

種 類 売り払い量 金額(円) 備 考

水 稲

黒米 玄米 418 ㎏ 418�000
ヒノヒカリ 精白米 1�405 ㎏ 421�500
畑 作

穀類 スイートコーン 408 本 20�400
いも類 サツマイモ 60 ㎏ 3�000
果菜類 トマト 150 個 2�500

キュウリ 1�829 本 47�200
ナス 723 本 24�100
ニガウリ 48 本 1�600
ピーマン 35 個 700

葉茎菜類 タマネギ 3�066 ㎏ 153�300
サニーレタス 133 玉 13�300

根菜類 ダイコン 185 本 9�250
カボチャ 18 ㎏ 1�800

苗物 野菜苗 7�552 鉢 377�600
花苗 189 鉢 34�500

切花 トルコ桔梗 2�792 本 127�256
その他

合鴨精肉 62 羽 155�000 合鴨農法使用

合 計 1�811�006



質も良好であった｡ ３月下旬に剪定を行った｡����：８月中旬に摘果を行い, ２月中旬に収穫をした｡ 収穫量は昨年に比べ300㎏少なかったが, 果実品質は良
好であった｡��：既存の品種 ｢茂木｣, ｢長崎早生｣ の, 剪定, 摘蕾, 施肥, 病害虫・雑草防除の管理は適期に行った｡ また, 学
生実習において微生物農薬を使用したクワカミキリムシ防除実習を６月上旬に実施した｡��������������：収穫を５月中旬に行った｡ 収量は昨年と同様に少なかった｡ ９月下旬に学生実習で堆肥を施用した｡ 剪定は１
月に行った｡��：５月中旬学生実習において品種 ｢千代姫｣, ｢日川白鳳｣ の摘果・袋かけを行った｡ 収穫は６月中旬から７月上
旬にかけて行った｡ 収穫量は昨年より多かった｡��：カキは, 学生実習における落葉果樹部門の中心に位置づけられており, 摘果 (７月上中旬), 堆肥施用 (９月

下旬), 収穫 (10月上旬～11月中旬), 脱渋 (10月), 剪定 (２月中下旬) を実施した｡ 特に固型アルコールを使用し

た品種 ｢平核無｣ の脱渋実習は学生への教育効果が大きく, 生産物販売においても好評である｡ 収量は昨年に比べ渋

柿, 甘柿共に増加した｡������：収穫期前の５月下旬に防鳥ネットを張った｡ 途中台風接近による落果が懸念されたが, ６月中旬から
７月下旬にかけて学内圃場のブルーベリーと合わせて収穫を行った｡ 収量は昨年より多かった｡ 学生実習では挿し木

(２月中旬, ８月上旬の２回) を実施した｡����������：順調に生育している, 受粉率を上げるためにミツバチを使い受粉を行った｡ 受粉率が向上した事により収
穫量は175㎏と昨年の倍以上であった｡����：2005年より (株) ニチレイフーズと共同で, アセロラの品種登録に向けて登録審査用の品種と対照品種の
比較栽培を行っている｡���：定植３年目で初収穫した｡ 収穫量は少なかったが品質が良く, 年内収穫できた｡������：実習改善経費で今までの既存のハウスに溶液土耕栽培システムコンテナ栽培を初めた｡ 21年２月に実
習でコンテナに植え付け, 液肥溶液を灌水ノズルで散布して栽培している｡ 品種は12品種で生長が頗る良い｡���：実習改善経費で新しく硬質ハウスが出来, 落葉果樹のブドウに根域制限栽培を始めた｡ 品種は全部緑黄色系
の５品種を２月の実習で植え付けた｡���：果樹苗はカンキツ, ビワ, カキ, ブルーベリーを育成している｡ ４月中旬にカンキツ, ビワの接ぎ木を行い,
４月中旬にブルーベリー, ５月中旬から６月下旬にかけてカンキツの植替えを行った｡ 施肥, 除草, 病害虫防除の管

理は適宜行った｡ 学生実習では, カンキツ, ビワの接ぎ木 (４月), カラタチの鉢上げ (５月中旬, 11月上旬の２回)

を実施した｡ 接ぎ木実習後の苗は学生が各自で管理し, 経過観察を７月中旬まで行った｡

�������
実習教育で生産された農産物は, 学内で販売あるい出荷した｡ 販売実績は以下のとおりである｡
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���� 果樹の栽培面積 単位：�
露地栽培：

ウンシュウミカン 80 ビワ 8

ポンカン 18 ブルーベリー 2

ブンタン 10 モモ 8

タンカン 8 スモモ 2

不知火 8 施設栽培：

川野なつだいだい・スイートスプリング 8 マンゴー 3

ハッサク・早香・津之香 10 不知火 2

その他カンキツ 30 ブドウ 2

カキ 25 ブルーベリー 6���� 平成20年度唐湊果樹園における収入実績

種 類 売り払い量 金額(円) 備 考

果実類

柑橘類

甘夏 955 ㎏ 143�300
サワーポメロ 1�458 ㎏ 268�800
八朔 115 ㎏ 23�000



����������������
今年度は特に大きな台風被害もなく, 各種作物は概ね順調に生育した｡

また, 遺伝資源植物として保存・継代栽培を続けている, 熱帯性ヤムイモを1000㎡栽培した｡

特用作物として, クミスクチン (30㎡) と亜熱帯果樹グアバ (2�200㎡, 100本) の葉を茶用で供した｡����������������������：圃場で栽培を行っているクミスクチンとグアバ葉を収穫し, 乾燥して, 茶用と
して販売した｡ 注文を受けてから収穫乾燥しているため, 収穫量は, その年の注文数により大きく変化しているが,

ここ数年, 注文数は増加傾向にある｡ 茶としての利用であるため, 農薬散布は一切行わなかった｡����：センチュウの害が認められるため, 前年度12月から栽培予定圃場にエンバクを栽培した｡ ３月にすき込み
耕耘後に, マルチングし, ４月下旬に定植した｡ 収穫は, 一部共同研究者である, 本学農学部植物育種学研究室の支

援も受けて, 12月上旬に行った｡������
施設では, ビニルハウスにおいてマンゴーを200㎡, パッションフルーツ180㎡, ガラス温室において, ゴレンシを

50㎡それぞれ栽培した｡ おおむね例年通りの生育状況であった｡ 果樹苗として324鉢を販売した｡������：19年度２～３月の出蕾, 開花は順調で, 受粉状況も良好であり, 20年度４月の着果も順調であり, 収
量は温室と併せて約121㎏となった｡

マンゴーの樹が衰弱したものや品種のはっきりしないものを更新するための準備として, 台木用マンゴーの種子を

購入して現在台木育成中であり, 台木の準備が出来次第優良品種や新しい品種に随時更新していく予定である｡�����������：平成16年の10月より栽培を開始したパッションフルーツは順調に生育し, ６～７月に収穫
する夏実は, 195㎏を出荷した｡���������：スターフルーツ (ゴレンシ) は果実が星型をしているところから, 見た目の面白さで, 珍重さ
れている｡ 今年度に蔬菜温室に甘味系の品種を鉢栽培として147鉢導入し, 鉢栽培育成を開始した｡�����：当場で行っている熱帯・亜熱帯果樹の栽培は, 施設の利用がほとんどである｡ 品種保存を除いた露地で
の果樹栽培は3700㎡程度であり, その70％程度が実生由来のグアバである｡ 実生系のため, 開花結実しない系統や,

開花結実が非常に少ない系統が約半分を占めいている｡ 前述のように, 葉を茶にするための需要が増加しており, 当

場でも果実生産から茶用生産に切り替えつつある｡ 本年度は乾燥葉で19㎏を出荷した｡�������
当場では, 多くの遺伝資源植物の保存を行っている｡ これらを原木として, 実習において, 取り木, 挿し木, 株分

けなどの繁殖法を行うため, 必然的に販売する植物の種類数も多くなっている｡

これまでは, 大鉢 (８～10号) の観葉植物を多く栽培していたが, 販売単価の低迷や, １鉢あたりの重量が重いた

めの労働負荷の増大などにより, ４～５年前から, 中小鉢生産に切り替えてきており, それが, 軌道に乗りつつある

ところである｡ 生育はおおむね順調であった｡

販売品目は約75種類あり, ９割以上が, 熱帯・亜熱帯を原産とする果樹, 花木, 観葉植物などの鉢物であった｡ 総

販売鉢数 (草花苗も含む) は4�158鉢であった｡
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タンカン 404 ㎏ 177�700
不知火 883 ㎏ 317�400
温州ミカン 6�812 ㎏ 1�021�900 極早生, 早生, 普通

スイートスプリング 2�730 ㎏ 409�500
ポンカン 1�766 ㎏ 300�600
その他 (柑橘類) 1�315 ㎏ 212�700

その他

マンゴー 179 ㎏ 356�700
カキ 1�723 ㎏ 494�200
ブルーベリー 124 ㎏ 186�400
ギンナン 22 ㎏ 22�000
その他果実 390 ㎏ 214�550 ウメ, ビワ, モモ等

施設栽培

果樹苗 1�318 鉢 670�100 ブルーベリー苗等

植木苗 203 鉢 59�200 イベロキソ, 紅カナメ等

合 計 4, 878�050



���������
昨年度からジャガイモの実習をヤムイモの実習に切り替えて, 今年度から本格的に実習に取り入れており, 合わせ

て熱帯・亜熱帯果樹の実習内容の改善も検討している｡

ヤムイモに関しては, 保存系統数の増加による栽培面積の増大, 連作による病害虫の発生が認められ, これらに対

応するために作業労働時間が多くなりつつある｡ 保存方法や系統数の見直しとともに, 圃場のローテーションも検討

する必要がある｡ 当場が保存するヤムイモの１種から機能性が発見され, 民間会社が商品化を行った｡

熱帯・亜熱帯果樹類は台風害だけでなく, 冬季の寒害回避からの点からも施設での栽培が不可欠である｡ 当場では,

熱帯亜熱帯性作物類を中心とした実習教育充実のため, 果樹類の増殖を行っているが, ビニルハウスでは, 台風襲来

時の被害が大きく, 安定生産のためには, 硬質プラスチックハウスへの切り替えなどを検討する必要がある｡ また,

現在遺伝資源として保存している品種不詳の実生系統を優良品種へと更新することも課題である｡

日本の熱帯果樹栽培は, 暖地における特産品目として栽培面積が広がりつつある｡ しかし, マイナーな果樹である

ことは否めない｡ そのため, 病害虫防除のための適応農薬の種類は極端に少なく, その防除にはたいへん苦慮してお

り, 今後検討が必要である｡�������
実習教育で生産された農産物は, 学内で販売あるい出荷した｡ 販売実績は以下のとおりである｡

���������������������
牛 (黒毛和種および口之島野生化牛), 馬 (トカラウマ) および山羊を飼養している｡

黒毛和種は, 繁殖・肥育の一貫体制で飼養している｡ 繁殖牛については全て人工授精で繁殖を実施した｡ 牛白血病

の防疫対策のため受精を控えたため, 20年度の出産頭数は26頭であった｡

子牛については, 分娩後約３日で親子を離し, 自動哺乳装置での哺乳を実施した｡ 2007年度12月からは, 牛白血病

の感染を予防するために, 分娩誘起並びに代用初乳による哺乳を開始した｡ その後, 離乳を行い約９ヵ月齢まで育成

している｡ この期間の個体識別耳標の装着, 除角, 去勢等の管理作業を学生実習期間に合わせて実施した｡

育成期間終了後には肥育牛舎に移し, 肥育を開始している｡ 肥育期間においては粗飼料は制限給餌, 濃厚飼料は不

断給餌としている｡ 濃厚飼料はビタミン�をコントロールした市販の肥育用飼料を用いている｡ 平均出荷月齢は近
年低下してきており｡ 20年度も約30ヵ月に近づいて来ている｡ 肥育牛については, 鼻環装着, 体重測定等の管理作業

を学生実習期間に合わせて実施した｡

口之島野生化牛については, 種雄牛も飼養しておりほぼ自然繁殖を実施した｡ 生まれた子牛の一部については, 黒

毛和種と同様な飼料を用い肥育試験を実施しており, 現在産肉性に関するデータ (増体, 枝肉格付成績, 食味試験等)

を蓄積中である｡

トカラウマについては場内の野草地を中心に周年放牧を行い, 繁殖のコントロールは行なっていない｡ 今年も, 出

産は春先から初夏にかけて集中する季節繁殖が認められた｡ 19年度から, 馬群を２つに分け, 雄馬のみの群を新たに

Ⅵ 業務事項
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���� 平成20年度指宿植物試験場における収入実績

種 類 売り払い量 金額(円) 備 考

畑作物

果実 デリハバンジロウ 20 袋 2�000
グアバ 339 袋 38�900
ジャボチカバ 14 袋 1�400
ライチ 5 袋 1�500

花卉 ストレリチア 54 本 5�400
特用作物 クミスクチン茶 15 ㎏ 45�000

グアバ茶 19 ㎏ 55�500
施設栽培

温 室 鉢物 3�874 鉢 772�110
果実 スターフルーツ 133 袋 25�200
野菜 ミニトマト 75 袋 7�500

ビニールハウス 鉢物 1�284 鉢 424�685
果実 マンゴー 121 ㎏ 240�800

パッションフルーツ 390 袋 133�200
合 計 1�753�195



設けて分離放牧を継続中である｡

山羊による野草地の雑草防除試験は４年目に入った｡ 草量不足や寒さの影響から冬場の放牧は難しく, 春から秋の

みの放牧であったが, 今年度も放牧圧をかなり高めたためギシギシやチカラシバの草勢がかなり抑制され, 蹄耕法に

よる放牧草種の播種を行った｡ 次年度以降もヤギの放牧を継続しつつ植生の変化を追跡する予定である｡��������
放牧地は, 例年通り牛あるいは馬の放牧後の追肥, 追播を主とする管理を行った｡ 一部については掃除刈りを施し

た｡ 試験的に導入をしたセンチピードグラスおよびカーペットグラスのうちカーペットグラスが徐々に優占し始めた

草地も広がってきた｡ センチピードグラスの生育も一部に認められた｡ しかし, 未だに野草地のほとんどの部分でチ

カラシバが優占しており, 一部にはワラビも繁茂している｡ 次年度以降は, このような荒廃草地の更新が課題である｡

放牧採草兼用地については, 夏作として５月にシロビエを播種し, ８月に収穫, ラッピングロールベールサイレー

ジとした｡ 収量は例年通りであった｡ 冬作としては10月にイタリアンライグラスを播種し, 途中 (１～２月) に放牧

利用した後再生草を21年５月に収穫した｡ 一昨年度まで猛威を振るった野生鹿による食害が心配されたが, 今年度も

昨年度と同様に比較的軽微な被害であった｡ 試験を進めている鹿害防除のための電気牧柵の効果であったかどうかは

今のところ明らかでないが, 21年度以降も採草地の効果的な鹿害防除については試行を続ける予定である｡�������
実習教育で生産された農産物は, 学内で販売あるい出荷した｡ 販売実績は以下のとおりである｡

� ������������������
農場は, 学部教員の重要な研究場所であり, 多くの研究が行われている｡ その結果, 研究に使用された生産物の内,

販売可能な生産物が農場の収入となっている｡ 平成20年度における農場を利用した研究において生産された収入実績

は, 456�500円であった｡
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���� 平成20年度入来牧場における収入実績

種 類 売り払い量 金額(円) 備 考

家畜

牛 125頭 (45�551㎏) １頭当たり364�4㎏ 51�986�537
畜産加工物

牛肉 376㎏ 1�361�317 学内販売

ハム等 64㎏ 45�515 学内販売

その他

牛内臓 １頭 4�153
牛豚皮 ２頭 3�150

合 計 53�400�672
���� 平成20年度農場を利用した研究用生産物の収入実績

施設名 学内農事部
指宿植物
試験場

唐湊果樹園

研究室等 法文学部 附属農場 果樹園芸学

担当者 大前慶和 遠城道雄 冨永茂人

品名 サツマイモ ウコン 青パパイア ポンカン タンカン 極早生
温州ミカン

ブルーベリー

数量(㎏) 204 39 138 580 291 817 37

金額(円) 30�600 7�800 13�800 98�700 127�700 122�500 55�400
合計金額(円) 456�500
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平成16年４月21日

農 規 則 第 ８ 号��� 総則

(趣旨)��� 鹿児島大学農学部附属農場 (以下 ｢農場｣ という｡) の組織及び運営については, 別に定めるもののほか,

この規則の定めるところによる｡

(目的)��� 農場は, フィールド農学に関する実習教育を担当するとともに, 農学理論の総合化, 実用化に関する試験研

究及び地域貢献を行うものとする｡��� 管理運営の業務

(施設)��� 農学部構内に農場本部を置くほか, 次の位置に農場施設を置き, 農場の業務を分掌する｡

２ 植物部門� 学内農場農事部 鹿児島市郡元一丁目21番24号 (農学部構内)� 唐湊果樹園 鹿児島市唐湊三丁目32番1号� 指宿植物試験場 指宿市十町1291番地

３ 動物部門� 入来牧場 薩摩川内市入来町浦之名字大谷4018番地の３� 学内農場畜産部 鹿児島市郡元一丁目21番24号 (農学部構内)

４ 農場業務の区分は, おおむね次のとおりとする｡� 本部 企画調整, 情報管理, 労務管理, 一般事務� 学内農場農事部 主として普通作, 野菜・花卉園芸に関する事項� 唐湊果樹園 主として果樹園芸に関する事項� 指宿植物試験場 主として熱帯有用植物の導入順化, 温暖地作物栽培及び泉熱利用園芸に関する事項� 入来牧場 主として畜産, 飼料作物及び食品加工に関する事項� 学内農場畜産部 主として家畜の飼養管理に関する事項

(組織)��� 管理運営の組織は, 次に掲げる者をもって組織する｡� 農場長� 農場主事� 植物部門主任, 動物部門主任� 技術総括, 技術職員� 農場事務係長 (総務担当)� 農場事務係長 (業務担当)� その他の職員

(農場長等)��� 農場長の選考については, 別に定めるところによる｡

２ 農場主事は, 農場専任の教授, 准教授又は講師のうちから鹿児島大学農学部教授会 (以下 ｢教授会｣ という｡)

の議を経て, 学部長が命ずる｡

３ 前条第１項第３号の各主任 (以下 ｢主任｣ という｡) は, 農場教員のうちから教授会の議を経て, 学部長が命ず

る｡

(職務)��� 農場長は, 農場の業務を掌握し, 第２条の規定による使命遂行の任に当たるとともに, 農場の管理運営の全

般を統括する｡

２ 農場主事は, 農場長を補佐し, 農場の業務を処理し, 農場長に事故のあるときは, その職務を代行する｡

３ 主任は, 農場長及び農場主事の指示に従い, 担当部門の予算計画, 予算執行, 技術職員の資質向上及び施設運営

Ⅶ 資 料

―��―

� � �



全般を統括する｡

４ 技術総括は, 主任の指示に従い, 所属技術職員を統括し, 業務の処理運営に当たる｡

５ 係長は, 上司の命を受け, 係の事務を処理する｡��� 農場会議

(農場会議)��� 農場に, 農場の管理運営並びに教育実習に関する事項を審議するため, 農場会議を置く｡

(委員)��� 農場会議は, 次の委員をもって構成する｡� 農場長� 農場主事� 植物部門主任, 動物部門主任� 学部選定委員 ８人

イ 生物生産学科 ５人 (各講座１人)

ロ 生物資源化学科 １人

ハ 生物環境学科 １人

ニ 獣医学科 １人� 事務長 (人事案件については除く｡)

(審議事項)��� 農場会議は, 次の事項を審議する｡� 管理運営の基本方針に関すること｡� 実習教育の基本方針に関すること｡� 教員の人事に関すること｡� 兼担教員の選考に関すること｡� 予算及び決算に関すること｡� 概算要求に関すること｡� 学生の実習教育に関すること｡� その他管理運営及び実習教育に関する重要事項

(委員長)���� 農場会議は, 農場長が招集し, その議長となる｡

２ 農場長に事故があるときは, 第６条第２項の規定にかかわらず, 委員の互選により議長を選出する｡

(議事)���� 農場会議は, 委員の３分の２以上の出席をもって成立し, 議事は出席委員の過半数をもって決する｡ ただし,

可否同数の場合は, 議長の決するところによる｡

(委員以外の者の出席)���� 農場会議は, 必要があると認めた場合は, 委員以外の教職員の出席を求めることができる｡

(委員の任期)���� 第８条第４号の委員の任期は, ２年とする｡ ただし, 再任を妨げない｡

２ 委員に欠員を生じた場合の補欠委員の任期は, 前任者の残任期間とする｡

(幹事)���� 農場会議に幹事を置き, 事務長代理及び農場事務係長 (総務担当) をもって充てる｡

２ 幹事は, 農場会議の事務を処理する｡��� 運営委員会

(運営委員会)���� 農場の管理運営の円滑を期するために, 運営委員会を置く｡

２ 運営委員会は, 次の者をもって構成し, 農場長が召集する｡� 農場長 (委員長)� 農場主事� 植物部門主任, 動物部門主任� 技術総括� 第17条による実習教育に携わる兼担教員の中から３名
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� 事務長代理� 農場事務係長 (総務担当)� 農場事務係長 (業務担当)

３ 運営委員会は, 農場の管理運営に関する具体的な次の事項を協議し, 議事要旨を農場会議に報告し, 第９条に関

する事項については承認を受けるものとする｡� 農場の経営に関する事項� 技術職員の人事に関する事項� 予算及び決算に関する事項� 学生の実習指導に関する事項� 試験研究に関する事項� 農場生産物に関する事項� その他農場長が必要と認めた事項

４ 農場長に事故があるときは, 農場主事が代行する｡

５ 運営委員会は, 委員の３分の２以上の出席をもって成立し, 議事は出席委員の過半数をもって決する｡ ただし,

可否同数の場合は, 委員長の決するところによる｡��� 雑則

(報告)���� 農場長は, 農場の管理運営上特に重要な事項については, 学部長に報告し, 教授会の議を経なければならな

い｡

(実習教育)���� 実習教育の内容等に関する事項は, 別に定める｡

(生産物)���� 農場生産物の取扱いについては, 法令の定めるところによるほか, 別に定める｡

(施設等の利用)���� 学部講座が教育又は研究の必要上, 農場施設の使用又は生産物を利用する場合は, あらかじめ農場長の承認

を得なければならない｡� �
この規則は, 平成16年４月21日から施行し, 平成16年４月１日から適用する｡� �
この規則は, 平成17年３月16日から施行し, 平成16年10月12日から適用する｡� �
この規則は, 平成19年４月１日から施行する｡� �
この規則は, 平成20年７月16日から施行し, 平成20年７月１日から適用する｡� ��������������������������

平成19年２月21日

教 授 会 制 定

(趣旨)�� この要項は, 鹿児島大学農学部附属農場規則第17条に基づき, 学生等の実習教育について必要な事項を定める｡

(実習教育組織)�� 学生等に対し, 先進的・先導的なフィールド農学を実習教育するために, 農場に実習教育組織を置く｡�� 実習教育に関する各施設の主たる役割分担並びに実習担当者は, 次に掲げるものとする｡� 農場主事� 学内農場農事部 (分野の専任及び兼担教員, 技術職員)

普通作物, 野菜および花卉の栽培管理� 唐湊果樹園 (分野の専任及び兼担教員, 技術職員)

果樹の栽培管理

Ⅶ 資 料
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� 指宿植物試験場 (分野の専任及び兼担教員, 技術職員)

温暖地作物栽培及び泉熱利用園芸作物の栽培管理� 入来牧場 (分野の専任及び兼担教員, 技術職員)

家畜飼養, 飼料作物の栽培, 食品加工� 学内農場畜産部 (分野の専任及び兼担教員)

家畜の飼養管理その他

(兼担教員の選出)�� 兼担教員は, 農場会議が必要に応じて学部の教員から選出し, 学部長が委嘱する｡ なお, 任期は２年とし, 再

任は妨げない｡

(教職員の役割)�� 農場主事は, 実習教育委員会の方針に基づき, 農場実習全般を統括する｡

２ 植物部門及び動物部門専任教員は, 農場実習を適正かつ円滑に進めるために, 兼担教員及び技術職員と連携し,

実習教育に関わる事項の連絡調整に当たる｡

３ 分野の専任教員及び兼担教員は, 専門分野に応じた実習教育を主導する｡

４ 技術職員は, 教員の指示に従い, 実習教育に当たる｡

(実習教育委員会)�� 実習教育内容の高度化及び充実を期するために, 実習教育委員会を置く｡

２ 実習教育委員会は, 次の委員をもって構成する｡� 農場長 (委員長)� 農場主事� 農場専任教員� 兼担教員� 農場事務係長 (総務担当) (幹事)

３ 実習教育委員会は, 次の事項について協議し, それらについては農場会議の承認事項とする｡� 実習教育のあり方に関すること｡� 実習教育プログラムの策定に関すること｡� 農場実習改善経費の課題検討に関すること｡� 兼担教員配置に関すること｡� その他農場長が必要と認めた事項

４ 農場主事は, 農場専任教員, 兼担教員及び技術職員を構成する植物部門及び動物部門小委員会を招集し, 実習教

育委員会の方針に基づいて, 実習教育プログラムを策定する｡� �
この要項は, 平成19年４月１日から実施する｡� �
この要項は, 平成20年７月16日から実施し, 平20年７月１日から適用する｡

鹿児島大学農学部農場年報 第４号
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���� 唐湊果樹園 (2008年１月～12月)

月 半旬
最高気温
(℃)

最低気温
(℃)

平均気温
(℃)

降 水 量
(㎜)

1 1 9�6 1�4 5�5 7�5
1 2 17�2 5�9 11�6 2�5
1 3 16�5 7�7 12�1 4�0
1 4 13�1 4�4 8�8 9�5
1 5 11�6 5�7 8�7 19�0
1 6 9�9 3�5 6�7 25�5

1月平均気温／降水量 13�0 4�8 8�9 68�0
2 1 11�6 2�1 6�9 23�0
2 2 11�7 0�2 6�0 0�0
2 3 11�8 0�3 6�1 4�0
2 4 12�7 �0�6 6�1 0�0
2 5 13�5 2�5 8�0 6�5
2 6 14�8 3�3 9�1 18�5

2月平均気温／降水量 12�7 1�3 7�0 52�0
3 1 15�0 2�8 8�9 4�0
3 2 15�8 4�3 10�1 7�0
3 3 21�0 8�4 14�7 11�0
3 4 20�4 9�8 15�1 14�0
3 5 20�0 7�0 13�5 36�5
3 6 17�5 7�6 12�6 34�0

3月平均気温／降水量 18�3 6�7 12�5 106�5
4 1 18�8 6�7 12�8 1�5
4 2 20�1 11�5 15�8 59�5
4 3 22�2 12�5 17�4 4�5
4 4 22�3 12�6 17�5 14�5
4 5 23�4 11�5 17�5 67�0
4 6 23�4 11�9 17�7 0�0

4月平均気温／降水量 21�7 11�1 16�4 147�0
5 1 25�5 16�5 21�0 45�5
5 2 24�9 16�3 20�6 5�5
5 3 24�2 12�9 18�6 5�5
5 4 26�7 13�8 20�3 11�0
5 5 24�3 16�1 20�2 71�5
5 6 28�4 19�5 24�0 139�0

5月平均気温／降水量 25�7 15�9 20�8 278�0
6 1 27�2 19�1 23�2 36�5
6 2 24�5 17�2 20�9 112�0
6 3 25�3 19�6 22�5 192�5
6 4 27�0 22�1 24�6 175�5
6 5 26�2 22�1 24�2 97�5
6 6 29�3 21�3 25�3 13�8

6月平均気温／降水量 26�6 20�2 23�4 627�8
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月 半旬
最高気温
(℃)

最低気温
(℃)

平均気温
(℃)

降 水 量
(㎜)

7 1 31�9 23�2 27�6 14�5
7 2 34�4 23�6 29�0 0�0
7 3 33�0 23�0 28�0 0�0
7 4 32�7 25�5 29�1 62�0
7 5 34�4 24�6 29�5 0�0
7 6 35�1 25�1 30�1 0�5

7月平均気温／降水量 33�6 24�2 28�9 77�0
8 1 35�6 24�7 30�2 5�5
8 2 31�9 24�9 28�4 29�0
8 3 33�3 24�9 29�1 13�0
8 4 32�6 24�4 28�5 94�5
8 5 31�0 23�7 27�4 61�5
8 6 31�1 23�2 27�2 47�0

8月平均気温／降水量 32�6 24�3 28�4 250�5
9 1 32�4 22�8 27�6 0�0
9 2 32�8 23�3 28�1 0�5
9 3 28�5 22�3 25�4 101�0
9 4 29�5 22�8 26�2 63�5
9 5 31�1 21�7 26�4 9�0
9 6 24�8 19�3 22�1 253�5

9月平均気温／降水量 29�9 22�0 25�9 427�5
10 1 27�5 19�2 23�4 73�0
10 2 26�7 19�3 23�0 5�5
10 3 26�5 16�8 21�7 8�0
10 4 27�5 17�4 22�5 0�0
10 5 26�4 17�3 21�9 17�5
10 6 20�9 13�2 17�1 13�0

10月平均気温／降水量 25�9 17�2 21�6 117�0
11 1 21�3 12�7 17�0 6�5
11 2 21�7 15�4 18�6 66�0
11 3 21�5 11�8 16�7 32�0
11 4 15�5 6�1 10�8 0�0
11 5 16�6 8�0 12�3 26�0
11 6 15�4 7�2 11�3 15�5

11月平均気温／降水量 18�7 10�2 14�4 146�0
12 1 16�5 4�4 10�5 14�5
12 2 12�9 3�6 8�3 19�0
12 3 16�9 5�1 11�0 8�0
12 4 16�0 4�9 10�5 0�0
12 5 14�6 3�6 9�1 1�0
12 6 12�5 4�3 8�4 3�0

12月平均気温／降水量 14�9 4�3 9�6 45�5
年 平均気温／降水量 22�8 13�5 18�1 2342�8
年 極値 35�6 �0�6 253�5
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